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方
言
史
料
と
し
て
観
た
角
筆
文
献
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キ
ー
ワ
ー
ド
‥
角
筆
文
献
・
方
言
史
料
・
オ
段
長
音
の
開
合
・
オ
段
拗
長

音
の
ウ
段
長
音
化
・
オ
段
合
長
音
の
短
呼

要
　
　
旨

方
言
史
の
研
究
資
料
と
し
て
角
筆
文
献
が
有
用
で
あ
る
こ
と
を
、
オ
段

長
音
の
開
合
の
問
題
を
例
と
し
て
考
え
る
。

先
ず
、
鳥
取
県
金
剛
瞳
院
の
角
筆
文
献
「
穏
記
」
（
天
明
七
年
坂
本
、
安

政
三
年
頃
書
入
れ
）
に
お
け
る
、
オ
段
長
音
の
表
記
上
の
原
則
を
指
摘
し
、

次
に
、
そ
こ
に
現
れ
た
二
事
象
に
つ
い
て
、
そ
れ
ぞ
れ
角
筆
文
献
に
よ
る

と
、
か
つ
て
全
国
的
に
行
わ
れ
て
い
た
で
あ
ろ
う
こ
と
を
説
き
、
毛
筆
文

献
で
も
口
頭
語
を
反
映
す
る
資
料
に
存
す
る
こ
と
を
述
べ
、
そ
れ
が
現
代

語
方
言
と
繋
が
り
の
あ
る
こ
と
を
指
摘
す
る
。

二
事
象
の
第
一
は
、
オ
段
拗
長
音
、
特
に
合
音
を
ウ
段
長
音
に
発
音
す

る
現
象
で
あ
り
、
第
二
は
、
オ
段
長
音
の
合
音
を
短
呼
す
る
現
象
で
あ
る
。

こ
の
現
象
は
、
文
献
上
で
は
、
オ
段
長
音
が
発
生
し
た
当
初
か
ら
、
開
音

と
区
別
す
る
場
合
、
知
識
昔
と
し
て
で
な
く
口
頭
語
の
場
で
は
行
わ
れ
、

そ
れ
が
現
代
語
方
言
に
残
っ
た
と
す
る
。
特
に
、
第
一
の
事
象
は
、
現
代

語
方
言
で
開
合
を
区
別
す
る
、
九
州
地
方
と
新
潟
県
の
一
部
等
の
地
方
に

は
残
っ
て
い
る
。

「
　
は
　
じ
　
め
　
に

日
本
語
の
方
言
の
歴
史
を
、
文
献
を
資
料
と
し
て
叙
述
す
る
場
合
、
角
筆
文

献
は
如
何
な
る
役
割
を
担
う
こ
と
が
出
来
る
か
。
こ
の
間
題
を
考
え
よ
う
と
す

る
の
が
小
稿
の
意
図
で
あ
る
。

角
筆
と
は
、
鉛
筆
が
日
常
的
に
使
わ
れ
る
よ
う
に
な
る
ま
で
の
、
毛
筆
が
主

に
用
い
ら
れ
た
明
治
初
年
以
前
に
お
け
る
、
も
う
一
つ
の
筆
記
具
で
あ
る
。
こ

の
こ
と
は
、
御
調
八
幡
宮
蔵
の
木
製
角
筆
と
、
大
覚
寺
蔵
の
竹
製
角
筆
と
の
、

そ
れ
ぞ
れ
の
先
端
部
の
状
態
、
特
に
そ
の
割
れ
た
材
の
隙
間
に
古
代
紙
の
繊
維

（1）

が
付
着
し
て
伝
存
さ
れ
て
い
た
こ
と
か
ら
証
せ
ら
れ
る
。
更
に
、
そ
の
角
筆
で

紙
面
を
押
し
凹
ま
せ
て
文
字
を
書
い
た
古
文
献
が
大
量
に
伝
存
さ
れ
て
い
る
こ

と
が
確
か
な
証
と
な
る
。
こ
の
、
角
筆
で
紙
面
を
押
し
凹
ま
せ
て
文
字
等
の
書

か
れ
た
文
献
を
角
筆
文
献
と
い
う
。
角
筆
文
献
は
、
昭
和
三
十
六
年
に
第
一
号

が
見
付
け
ら
れ
て
以
来
、
毎
年
発
見
が
続
き
、
平
成
四
年
八
月
現
在
で
、
七
百

（
補
注
1
）

五
十
二
点
が
数
え
ら
れ
て
い
る
。
近
年
は
、
一
年
間
に
二
百
点
種
が
発
見
さ
れ

て
お
り
、
そ
れ
も
全
国
の
地
方
の
諸
所
か
ら
出
現
し
て
、
地
域
的
な
拡
が
り
を

見
せ
て
い
る
の
が
注
目
せ
ら
れ
る
（
附
図
1
「
角
筆
文
献
の
所
在
な
ら
び
に
使
用
地

（
補
注
2
）

の
全
国
図
」
参
照
）
。
角
筆
が
、
古
代
の
筆
記
具
と
し
て
毛
筆
と
共
に
、
全
国
的
に
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使
わ
れ
た
こ
と
を
考
え
さ
せ
る
。

角
筆
で
書
か
れ
た
文
字
は
、
凹
み
で
あ
っ
て
、
毛
筆
の
よ
う
な
〝
色
″
が
無

い
。
従
っ
て
、
視
覚
に
訴
え
る
こ
と
が
弱
く
、
目
立
ち
に
く
い
。
そ
の
た
め
に
、

私
的
、
一
時
的
な
備
忘
の
場
に
用
い
ら
れ
る
こ
と
が
多
く
、
そ
こ
に
規
範
か
ら（2）

外
れ
た
表
現
が
現
れ
易
い
。
角
筆
文
献
の
中
か
ら
口
頭
語
的
性
格
を
指
摘
し
た

の
吋
こ
の
よ
う
な
点
に
注
目
し
た
も
の
で
あ
る
。
た
だ
角
筆
文
献
の
用
語
が

総
て
そ
う
だ
と
い
う
わ
け
で
は
な
く
、
角
筆
の
文
字
の
書
入
れ
が
極
少
量
で
あ

る
む
の
に
つ
い
て
は
、
そ
の
判
定
の
難
し
い
も
の
も
あ
り
、
一
方
、
規
範
か
ら

甚
し
く
は
外
れ
ず
毛
筆
文
献
と
差
の
な
い
よ
う
に
見
え
る
も
の
も
あ
る
。
恰
も

鉛
筆
が
改
ま
っ
た
文
章
の
下
書
き
に
用
い
ら
れ
る
よ
う
な
も
の
で
あ
る
。
し
か

し
、
凹
み
で
あ
る
と
い
う
書
写
形
態
の
特
異
な
こ
と
か
ら
、
毛
筆
文
献
の
規
範

に
制
約
さ
れ
て
書
か
れ
た
も
の
に
比
べ
て
、
口
頭
語
を
多
く
反
映
さ
せ
た
資
料

が
存
し
て
い
る
。
そ
こ
に
注
目
し
て
、
口
頭
語
研
究
の
資
料
と
し
て
の
価
値
を

見
出
そ
う
と
し
た
の
で
あ
る
。

全
国
の
地
方
の
諸
所
か
ら
角
筆
文
献
が
発
見
さ
れ
る
よ
う
に
な
る
と
、
そ
の

中
か
ら
、
当
時
の
そ
の
土
地
で
使
っ
て
い
た
口
頭
語
を
窺
う
可
能
性
が
生
ず
る
。

こ
の
よ
う
な
意
図
か
ら
、
筆
者
は
、
全
国
の
大
学
図
書
館
、
各
研
究
室
、
或
い

は
公
共
図
書
館
等
に
寄
贈
・
寄
託
さ
れ
た
り
、
土
地
の
旧
家
や
寺
社
に
伝
来
さ

れ
た
り
し
な
が
ら
、
気
付
か
れ
ず
に
眠
っ
て
い
る
角
筆
文
献
を
発
掘
調
査
す
る

（3）

必
要
を
痛
感
し
、
説
い
て
来
た
。
一
方
、
自
ら
も
、
身
近
の
中
国
地
方
を
中
心

に
四
国
・
九
州
地
方
に
つ
い
て
試
行
調
査
を
、
協
力
者
と
共
に
行
い
、
発
見
の

度
合
の
高
い
こ
と
を
知
っ
た
。
現
状
で
は
、
発
掘
調
査
に
力
を
注
い
で
お
り
、

（
－
）

そ
れ
の
目
録
に
よ
る
報
告
も
行
っ
て
来
た
が
、
そ
れ
ぞ
れ
の
角
筆
文
献
に
つ
い

て
精
査
す
る
こ
と
は
総
て
に
及
ば
ず
今
後
に
残
さ
れ
、
調
査
地
も
全
国
に
は
到

底
及
ん
で
い
な
い
。
そ
の
よ
う
な
、
い
わ
ば
緒
に
就
い
た
ば
か
り
の
段
階
で
は
、

方
言
史
料
と
し
て
角
筆
文
献
を
取
上
げ
考
察
す
る
に
は
、
時
期
尚
早
の
観
が
あ

る
が
、
本
誌
の
今
般
の
特
集
に
当
り
、
林
四
郎
編
集
主
任
か
ら
の
お
奨
め
も
あ

り
、
且
つ
は
協
同
研
究
者
を
得
る
切
掛
け
に
若
し
な
る
な
ら
ば
と
願
い
、
敢
え

て
問
題
提
起
の
つ
も
り
で
執
筆
さ
せ
て
頂
く
こ
と
に
し
た
。

二
、
鳥
取
県
金
剛
瞳
院
蔵
の
角
筆
文
献
に
現
れ
た

オ
段
長
音
の
表
記

鳥
取
県
八
頭
郡
用
瀬
町
金
剛
櫨
院
東
光
寺
に
伝
存
す
る
角
筆
文
献
に
、
「
裡
記

後
藤
点
、
元
．
利
．
貞
」
（
角
等
文
献
番
号
［
撃
の
三
冊
が
あ
る
。
江
戸
時
代
の
「
天

明
七
年
丁
未
正
月
元
旦
発
党
」
の
刊
記
を
持
つ
坂
本
の
、
後
摺
り
本
で
あ
る
。

三
冊
と
も
巻
頭
に
「
因
州
智
頭
郡
社
村
東
光
寺
」
の
朱
印
が
あ
り
、
貞
冊
の
表

紙
見
返
に
は
「
安
政
三
年
辰
ノ
二
月
吉
日
求
之
／
田
中
姓
」
の
墨
書
が
あ
り
、
こ

の
「
田
中
氏
蔵
書
」
の
墨
書
は
元
冊
・
利
冊
に
も
あ
る
。
田
中
氏
は
東
光
寺
近

（5）

在
の
檀
家
で
あ
っ
た
ら
し
く
、
金
剛
櫨
院
第
十
九
代
の
宥
操
院
家
の
時
に
こ
の

本
が
田
中
氏
蔵
の
他
書
と
共
に
什
物
と
な
っ
て
い
る
。
祀
記
の
天
明
七
年
板
の

本
文
に
は
訓
点
が
附
刻
さ
れ
て
い
る
が
、
テ
ニ
ヲ
ハ
を
主
と
す
る
附
刻
仮
名
で

あ
る
の
で
、
本
文
の
漢
字
の
読
み
は
附
刻
の
訓
点
で
は
殆
ど
分
ら
な
い
。
た
だ

所
々
に
、
安
政
三
年
二
八
五
六
）
の
加
筆
と
見
ら
れ
る
墨
書
仮
名
の
書
入
れ
が

あ
る
。
〝
黒
″
色
の
文
字
と
し
て
は
以
上
の
程
度
で
あ
る
が
、
注
意
し
て
目
と
紙

面
と
の
角
度
を
変
え
て
見
る
と
、
角
筆
で
紙
面
を
凹
ま
せ
て
書
入
れ
た
仮
名
が
、

元
・
利
・
貞
の
三
冊
の
全
巻
に
亘
っ
て
詳
細
に
施
さ
れ
て
あ
り
、
本
文
の
漢
字

の
読
み
方
を
示
し
て
い
る
。
こ
の
角
筆
の
凹
み
の
文
字
と
墨
仮
名
と
の
関
係
を

調
べ
か
と
、
両
者
が
重
な
っ
た
所
で
は
、
角
筆
の
凹
み
の
文
字
が
先
に
書
か
れ
、

そ
の
後
か
ら
墨
仮
名
が
重
ね
書
さ
れ
て
い
る
。
そ
の
こ
と
は
、
墨
仮
名
の
筆
画
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が
凹
み
に
放
っ
て
か
す
れ
て
い
る
こ
と
か
ら
分
る
。
こ
れ
に
よ
っ
て
、
角
筆
の

書
入
れ
ら
れ
た
時
期
が
、
墨
仮
名
を
加
筆
し
た
安
政
三
年
よ
り
前
、
恐
ら
く
余

り
隔
た
ら
な
い
頃
と
考
え
ら
れ
る
。
又
、
墨
書
仮
名
の
表
記
と
角
筆
の
凹
み
仮

名
の
表
記
と
を
比
べ
る
と
、
墨
仮
名
が
、

リ
ツ
レ
ウ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
可
カ

「
碑
管
」
（
利
・
七
十
ウ
）
、
「
賛
」
（
元
・
二
十
三
ウ
）

の
よ
う
に
、
字
音
仮
名
遇
や
古
来
の
用
法
に
通
う
の
に
対
し
て
、
角
筆
の
凹
み

の
仮
名
（
以
下
「
角
筆
仮
名
」
と
呼
ぷ
）
は
、

戒
」
（
角
）
亭
四
十
五
ウ
）
、
「
担
（
角
）
（
元
，
十
九
オ
、
利
．
五
十
三
オ
）
（
「
角
」

は
角
筆
の
凹
み
仮
名
の
意
）

の
よ
う
に
、
字
音
仮
名
道
の
規
範
か
ら
外
れ
た
n
ソ
、
転
詑
音
を
表
し
た
り
し
て

い
て
、
恐
ら
く
発
音
に
近
い
表
記
を
示
し
て
い
る
、
と
い
う
相
違
が
認
め
ら
れ

る
。
こ
の
文
献
の
角
筆
仮
名
に
は
、
こ
の
よ
う
な
国
語
史
上
か
ら
も
、
又
現
代

語
方
言
と
の
係
り
に
お
い
て
も
注
目
さ
れ
る
事
象
が
少
な
く
な
い
が
、
こ
こ
で

は
用
例
数
が
多
く
、
頸
著
な
傾
向
を
見
せ
て
い
る
オ
段
長
音
の
問
題
を
取
上
げ

る
こ
と
に
す
る
。

先
ず
、
オ
段
拗
長
音
に
お
い
て
長
音
に
当
る
「
ウ
」
を
表
記
し
な
い
点
が
挙

げ
ら
れ
る
。
次
下
の
通
り
で
あ
る
（
何
個
の
に
分
け
、
元
冊
・
利
冊
・
貞
冊
の
各
冊

毎
に
出
現
順
に
挙
げ
る
。
漢
数
字
は
丁
数
、
オ
・
ウ
は
表
裏
の
別
、
算
用
数
字
は
行
数

を
示
す
。
角
筆
仮
名
は
「
　
　
　
」
　
（
角
）
　
で
示
す
）
。

「
チ
ヨ
」
　
（
角
）

伺
散
　
　
　
在
（
元
・
四
十
九
オ
9
）
　
升
　
　
　
陛
（
元
・
二
十
四
オ
9
）
　
雅

「
シ
ヨ
」
　
（
角
）

「
シ
ヨ
」
　
（
角
）

頒
　
　
　
之
声
（
利
・
三
十
四
ウ
4
）
　
承
徳
（
上
欄
「
リ
っ
司
チ
ヨ
」
（
角
）
）
　
（
利
・

「
シ
ヨ
カ
」
　
（
角
）

七
十
三
ウ
8
）
　
升
　
歌

「
シ
ヨ
」
　
（
角
）

（
貞
・
三
ウ
6
）
　
養シ

ョ
ウ
　
（
墨
書
）

愚
（
貞
・
十
六
オ

「
シ
ヨ
」
（
角
）

2
）
養
　
　
（
貞
・
三
十
三
ウ
3
）

㈲
彗
」
〈
角
）
（
元
，
十
六
オ
4
）
　
璧
＝
角
〉
（
元
，
四
十
五
ウ
7
）
　
畢
」
（
角
）

「
シ
ヨ
」
（
角
）

（
利
・
二
十
一
オ
2
）
　
喋
　
　
　
殺
（
利
・
二
十
五
オ
7
）
　
臣
妾
（
上
欄
「
シ

「
キ
ヨ
」
　
（
角
）

ヨ
」
（
角
）
）
　
（
利
・
四
十
四
オ
5
）
　
爽
　
　
　
宝
（
利
・
五
十
一
ウ
3
）
　
笑
　
語

（
上
欄
「
シ
ヨ
」
　
（
角
）
）
　
（
利
・
六
十
七
ウ
2
）

「
リ
ヨ
」
（
角
）

の
量
　
　
　
幣
（
元
・
十
九
オ
6
）
　
度
量「

リ
ヨ
」
　
（
角
）

「
リ
ヨ
」
（
角
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
「
シ
ヨ
」
（
角
）

梁
　
　
　
木
（
元
・
二
十
八
オ
2
）
　
竿
笠

「
シ
ヨ
」
（
角
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
「
シ
ヨ
」
（
角
）

長
揚
　
　
　
（
元
・
三
十
七
ウ
7
）
　
情

「
シ
ヨ
」
　
（
角
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
「
チ
ヨ
」
　
（
角
）

上
序
　
　
　
（
元
・
六
十
五
ウ
9
）
　
暢

（
元
・
六
十
九
オ
6
）

（
元
・
三
十
二
ウ
1
）

（
元
・
四
十
三
オ
9
）

（
利
・
二
十
五
ウ
5
）

象
（
上
欄
「
シ
ヨ
」
l
（
角
）
）
　
（
利
・
二
十
七
ウ
2
）

「
ケ
ヨ
」
（
角
）

僻
仰
　
　
　
（
角
筆
「
ケ
ヨ
」
は
本
の
ま
ま
）
　
（
利
・
三
十
四
ウ
5
）

「
キ
ヨ
シ
ヨ
」
（
角
）

領
　
　
　
（
利
・
七
十
ウ
1
）
　
棟
借
　
　
　
（
利
・
七
十
二
ウ
7
）

「
リ
ヨ
」
（
角
）

承
聴
（
上
欄
「
シ
ヨ
勇
司
」
（
角
）
）
　
（
利
・
七
十
三
ウ
8
）

「
キ
ヨ
チ
ヨ
」
　
（
角
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
「
キ
ヨ
シ
」

拒
　
巴
　
　
　
（
貞
二
二
十
二
オ
2
）
　
柾
　
矢
　
（
貞
・
五
十
五
オ
1
）



柾
矢
（
上
欄
「
キ
ヨ
シ
」
　
（
角
）
）
　
（
貞
・
五
十
五
オ
3
）

「
リ
ヨ
」
　
（
角
）

〔
存
疑
〕
重
　
　
　
要
　
　
　
（
元
・
四
十
三
ウ
6
）
　
（
「
キ
ヨ
」
（
角
）
本
の
ま
ま
）

「
キ
ヨ
」
　
（
角
）

何
は
蒸
韻
、
用
韻
、
鍾
韻
字
で
あ
り
、
字
音
仮
名
道
で
「
イ
段
音
＋
ヨ
ウ
」
（
以

下
「
⑦
ヨ
ウ
」
で
示
す
）
と
表
さ
れ
る
。
個
は
菓
韻
、
業
韻
、
笑
韻
、
拾
韻
字
で

あ
り
、
字
音
仮
名
道
で
「
エ
段
音
＋
ウ
」
（
以
下
、
「
㊤
ウ
」
で
示
す
）
と
表
さ
れ

る
。
の
は
陽
韻
、
庚
韻
、
活
韻
、
浸
韻
、
静
韻
、
養
韻
字
で
あ
り
、
字
音
仮
名

遠
で
「
イ
段
音
＋
ヤ
ウ
」
（
以
下
「
⑦
ヤ
ウ
」
で
示
す
）
で
表
さ
れ
る
。
何
個
は
拗

長
音
化
し
て
合
長
音
と
な
り
、
の
は
拗
長
音
化
し
て
開
長
音
と
な
る
字
音
で
あ

る
が
、
こ
の
角
筆
仮
名
で
は
、
何
個
も
の
も
共
に
、
「
イ
段
音
＋
ヨ
」
（
以
下
「
⑦

ヨ
」
で
示
す
）
で
表
記
さ
れ
て
、
開
合
の
区
別
が
無
く
、
「
ウ
」
　
の
仮
名
が
表
さ

れ
て
い
な
い
。
「
ウ
」
の
仮
名
を
誤
脱
し
た
と
見
る
に
は
、
次
の
一
例
を
除
い
て
、

他
は
l
総
て
「
⑦
ヨ
」
と
表
さ
れ
る
こ
と
か
な
不
自
然
で
あ
る
。
例
外
は
、

「
シ
ョ
ウ
」
（
角
）

翔
　
　
　
　
回
（
「
シ
ョ
ウ
」
（
角
）
　
は
上
欄
）
　
（
貞
・
二
十
七
オ
8
）

の
一
例
で
、
最
終
冊
の
巻
末
近
い
所
か
ら
拾
わ
れ
た
。

右
掲
例
か
ら
す
れ
ば
、
こ
の
文
献
の
角
筆
仮
名
で
は
、
オ
段
拗
長
音
は
「
⑦

ヨ
」
で
表
さ
れ
る
原
則
の
あ
っ
た
こ
と
が
窺
わ
れ
る
。

但
し
、
オ
段
拗
長
音
の
う
ち
、
「
縄
」
字
は
次
の
よ
う
に
「
シ
ウ
」
と
表
さ
れ

て
い
る
。

聖
堅
角
）
（
元
，
三
十
六
ウ
8
）
　
聖
」
〈
角
）
履
（
利
．
四
ウ
2
）

「
ノ
ウ
ク
」
　
（
角
）

縄
　
履
　
　
（
「
ジ
」
は
本
の
ま
ま
）
　
（
利
・
四
ウ
2
）

「
シ
ウ
」
　
（
角
）

縄
　
　
　
墨
（
貞
・
十
一
オ
8
）

「
縄
」
は
蒸
韻
三
等
で
、
「
徴
」
「
升
」
「
承
」
と
同
韻
字
で
あ
る
か
ら
、
字
音
仮

名
道
で
「
ジ
ヨ
ウ
」
と
表
さ
れ
る
字
で
あ
る
が
、
「
シ
ウ
」
と
表
さ
れ
て
い
る
。

「
シ
ョ
ウ
」
の
「
ヨ
」
が
誤
脱
し
た
の
で
な
い
こ
と
は
、
「
縄
」
字
に
施
し
た
角

筆
の
仮
名
が
い
ず
れ
も
「
シ
ウ
」
で
あ
る
こ
と
と
、
こ
の
文
献
の
角
筆
仮
名
の

表
記
原
則
で
は
「
⑦
ヨ
」
の
よ
う
に
「
ウ
」
を
表
さ
な
い
箸
で
あ
る
の
に
「
ウ
」

を
表
記
し
て
い
る
こ
と
と
か
ら
分
る
。
も
う
一
例
、
存
疑
例
で
あ
る
が
、

「
イ
シ
ウ
」
（
角
）

遺
棄
　
　
　
（
貞
・
二
十
七
オ
8
）

が
あ
る
。
「
乗
」
は
唇
音
活
の
梗
韻
字
で
、
「
丙
」
と
同
音
で
あ
る
か
ら
漢
音
で

は
「
へ
イ
」
と
表
さ
れ
る
字
で
あ
る
が
、
こ
れ
に
「
シ
ウ
」
と
あ
る
の
が
不
審

で
あ
る
。
「
乗
」
　
と
字
形
の
似
る
こ
と
に
よ
る
誤
読
と
す
れ
ば
、
「
ジ
ヨ
ウ
」
を

「
ジ
ウ
」
と
表
し
た
こ
と
が
考
え
ら
れ
る
が
、
こ
の
一
例
で
あ
る
の
で
確
か
で
は

な
い
。「

抱
」
に
施
さ
れ
た
角
筆
仮
名
の
「
シ
ウ
」
が
、
「
シ
」
と
「
ウ
」
を
割
っ
て

発
音
し
た
も
の
の
表
記
で
は
な
く
、
ウ
段
の
長
音
で
あ
っ
た
こ
と
は
、
一
点
に

は
江
戸
時
代
と
い
う
時
代
の
上
か
ら
考
え
ら
れ
る
所
で
あ
る
が
、
一
方
、
こ
の

角
筆
仮
名
に
お
い
て
、
「
シ
ウ
」
と
仮
名
の
施
さ
れ
た
、

「
シ
ウ
」
（
角
）

翼
が
、
別
に
、

．
「
シ
ヨ
」
（
角
）

襲

（
元
・
二
十
九
ウ
9
、
元
・
四
十
八
オ
3
、
利
・
二
十
二
ウ
1
）

＝
於
木
一
（
元
二
二
十
五
オ
8
）

と
も
表
さ
れ
て
い
る
こ
と
か
ら
窺
わ
れ
る
。
「
翼
」
字
を
「
シ
ウ
」
と
も
「
シ
ヨ
」

と
も
表
し
た
の
は
、
「
シ
ウ
」
の
表
す
昔
と
「
シ
ヨ
」
の
表
す
昔
と
が
同
音
又
は

紛
わ
し
く
近
い
昔
で
あ
っ
た
こ
と
が
考
え
ら
れ
、
そ
れ
に
は
長
音
化
し
て
い
た



献文筆角た観てしと料史言方

こ
と
が
前
提
と
な
る
か
ら
で
あ
る
。
但
し
、
こ
の
文
献
で
は
、
こ
の
音
声
事
象

が
オ
段
拗
長
音
の
総
て
に
及
ん
で
い
た
か
否
か
は
明
ら
か
で
な
く
、
角
筆
仮
名

ジ

ウ

　

シ

ヨ

で
は
、
「
縄
」
「
襲
」
の
特
定
字
（
又
は
こ
の
字
で
構
成
さ
れ
る
語
）
に
限
ら
れ

て
い
る
。

オ
段
拗
長
音
に
対
し
て
、
オ
段
長
音
の
開
音
は
、
′
l
表
記
上
、
頭
著
な
対
立
を

見
せ
て
い
る
。
即
ち
、
こ
の
角
筆
仮
名
で
は
、
「
ア
段
音
＋
ウ
」
（
以
下
「
㊦
ウ
」

で
示
す
）
で
表
さ
れ
て
い
る
の
で
あ
る
。
以
下
に
挙
例
す
る
。

聖
二
角
〉
泣
（
元
・
十
八
オ
2
）
誓
角
）
轡
」
（
角
二
元
・
十
九
オ
2
）

暫
」
〈
角
）
魚
（
元
：
十
九
オ
3
）
　
撃
＝
角
〉
騒
爾
（
元
・
三
十
一
ウ
8
）

聖
」
（
角
）
叔
（
元
，
三
十
二
オ
2
）
　
酎
ウ
」
〈
角
）
公
（
元
・
三
十
八
ウ
9
）

撃
」
（
角
）
簸
（
「
タ
ウ
」
の
「
タ
」
は
本
の
ま
ま
；
冗
・
四
十
九
ウ
2
）
　
造
（
上

欄
「
サ
ウ
」
（
角
）
二
元
，
五
十
八
オ
2
）
　
耶
ウ
」
（
角
〉
（
利
±
オ
4
）
　
紀

綱
（
上
欄
「
カ
ウ
」
（
角
）
）
（
利
・
二
十
九
ウ
6
）
　
倒
載
（
上
欄
「
タ
ウ
」
（
角
）
）

（
利
．
三
十
二
ウ
l
）
　
撃
」
（
角
〉
（
利
，
五
十
三
ウ
3
）
　
齢
ウ
」
（
角
〉
人
（
利
・

五
十
六
ウ
8
）
　
耕
籍
（
上
欄
「
カ
ウ
」
（
角
）
）
　
（
利
・
三
十
二
ウ
6
）

「
タ
ウ
」
　
（
角
）

投
　
　
　
壷
之
裡
（
貞
・
五
十
四
ウ
9
）

但
し
、
合
長
音
の
語
を
も
ア
段
音
の
仮
名
で
表
し
て
「
ウ
」
を
表
記
し
た
例
が

次
の
よ
う
に
あ
る
。

「
カ
ウ
」
　
（
角
）

司
冠

「
カ
ウ
」
　
（
角
）

大
司
冠

「
カ
ウ
」
　
（
角
）

（
元
・
十
六
オ
6
）
　
弄

（
元
・
十
九
オ
7
）

「
パ
ウ
」
　
（
角
）

（
元
エ
バ
十
三
ウ
6
）
　
賓
牟

要
（
利
・
三
十
一
ウ
3
）

璽
聖
角
）
（
「
シ
」
は
本
の
ま
ま
〓
利
・
七
十
七
オ
2
）

「
タ
ウ
」
　
（
角
）

鐙

（
貞
・
六

「
ラ
ウ
」
　
（
角
）

ウ
3
）
　
離
鍾「

ハ
ウ
」
　
（
角
）

〔
存
疑
〕
執
曳

「
タ
ウ
ヘ
ン
」
　
（
角
）

（
貞
・
十
三
オ
3
）
　
闘
　
研ハ

ウ

（
貞
・
六
十
四
ウ
4
）

バ
ウ

（
元
・
四
十
一
オ
7
）
　
（
「
弐
」
は
「
矛
」
の
誤
解
か
）

「
ラ
ン
」
　
（
角
）

鸞「
ウ
ン
ハ
ウ
」
　
（
角
）

輝
　
胞

刀「
タ
ウ
」
（
角
）

（
「
タ
ウ
」
は
「
サ
ウ
」
と
見
ゆ
）
　
（
利
二
二
十
二
ウ
6
）

「
カ
ウ
」
　
（
角
）

（
貞
・
七
オ
4
）
．
権
衡

（
貞
・
五
十
四
オ
3
）

こ
の
よ
う
に
、
「
㊦
ウ
」
の
表
記
が
大
多
数
で
あ
る
が
、
オ
段
長
音
の
開
音
を
ア

段
音
の
仮
名
だ
け
で
表
し
て
、
「
ウ
」
を
表
記
し
な
い
例
が
三
例
あ
る
。

合
讐
角
）
（
元
，
二
十
二
オ
6
）
　
酎
＝
角
〉
冠
（
元
・
二
十
二
オ
7
）

「
カ
」
（
角
）

五
更
　
　
　
（
利
二
二
十
二
ウ
7
）

単
な
る
「
ウ
」
の
省
記
と
も
考
え
ら
れ
、
又
、
開
長
音
を
ア
段
音
の
長
音
に
発

音
し
た
こ
と
を
反
映
す
る
と
も
考
え
ら
れ
る
が
確
定
出
来
な
い
。
三
例
の
例
外

は
あ
る
も
の
の
、
オ
段
開
長
音
は
「
㊦
ウ
」
で
表
さ
れ
る
原
則
の
あ
っ
た
こ
と

が
見
て
と
れ
る
。

一
方
、
オ
段
合
長
音
は
、
右
掲
の
「
㊦
ウ
」
表
記
例
以
外
で
は
、
次
の
よ
う

に
、
「
ウ
」
を
表
記
し
な
い
。



「
ソ
」
　
（
角
）

荊
牟
之
弟
（
上
梓
「
ビ
ホ
」
（
角
）
）
　
（
元
・
三
十
オ
7
）
　
縦
　
　
縦
（
元
・
三

「
ソ
」
（
角
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
「
ロ
」
（
角
）

十
一
ウ
7
）
　
設
　
　
　
（
利
・
十
四
ウ
6
）
　
随
　
　
　
（
利
・
十
六
ウ
6
）

「
ホ
」
　
（
角
）

贈
　
　
　
（
利
・
四
十
一
ウ
9
）

但
し
、
開
長
音
の
語
を
も
オ
段
音
の
仮
名
で
表
し
て
「
ウ
」
を
表
記
し
な
い
例

も
あ
る
。

「
コ
」
（
角
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
「
ヨ
」
（
角
）

顧
　
　
望
　
　
（
元
・
十
三
ウ
3
）
　
羊
　
　
魚
（
利
・
十
三
ウ
7
）

「
コ
　
　
　
ホ
」
　
（
角
）

「
ソ
キ
」
（
角
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
「
ホ
」
（
角
）

喪
紀
　
　
三
十
一
オ
5
）
　
容
貌
　
　
　
（
利
・
三
十
四
ウ
5
）

こ
の
よ
う
に
、
オ
段
音
の
仮
名
で
表
す
時
は
「
ウ
」
を
表
記
し
な
い
例
が
注
目

せ
ら
れ
る
が
、
合
長
音
を
「
オ
段
の
仮
名
＋
ウ
」
で
表
し
た
例
が
三
例
あ
る
。

「
ソ
ウ
」
　
（
角
）

類

「
キ
ゴ
ウ
」
　
（
角
）

（
元
・
三
十
九
ウ
2
）
　
徴
競

「
ソ
ウ
」
（
角
）
）
　
（
利
・
七
ウ
6
）
　
膜
折

「
コ
ウ
」
（
角
）

子
再「

コ
ウ
」
（
角
）

嘱
読

「
ト
ウ
セ
ツ
」
　
（
角
）

「
ソ
ウ
」
（
角
）

（
利
・
三
十
五
オ
2
）
　
竃

（
貞
・
五
十
二
ウ
8
）

ヨ
メ

（
利
・
七
オ
9
）
　
媛
　
（
上
欄
　
8

（
利
・
十
四
ウ
1
）

（
利
エ
バ
十
六
オ
4
）

「
ヨ
ウ
ス
」
（
角
）

会
冒
（
上
欄
「
キ
ン
ホ
ウ
」
（
角
）
）
　
（
元
・
六
十
五
ウ
1
）
　
庸

（利・

「
ソ
ウ
」
　
（
角
）

十
オ
8
）
　
節
奏

（
利
・
二
十
五
ウ
7
）
　
（
左
傍
に
も
「
ソ
ウ
」
（
角
）
あ
り
）

こ
の
う
ち
、
「
冒
」
の
字
音
は
従
来
字
音
仮
名
道
で
「
バ
ウ
」
と
誤
解
さ
れ
て
来

た
も
の
で
あ
る
。

こ
の
よ
う
な
例
外
は
あ
る
も
の
の
、
オ
段
合
長
音
は
、
「
ウ
」
を
表
さ
な
い
表

記
で
あ
っ
た
原
則
が
見
て
と
れ
る
。
「
ウ
」
を
表
記
し
な
い
点
で
は
、

音
の
表
記
原
則
に
通
ず
る
。

尚
、
オ
段
の
仮
名
に
「
ウ
」
を
付
し
た
例
が
次
の
よ
う
に
あ
る
。

「
ホ
ウ
」
（
角
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
「
ト
ウ
」
（
角
）

妄
　
　
　
指
（
元
・
十
二
ウ
5
）
　
答
　
　
　
拝
（
元
・
十
四
ウ
8
）

オ
段
拗
長
・

右
に
述
べ
た
表
記
の
原
則
か
ら
す
れ
ば
、
例
外
と
な
る
も
の
で
あ
る
が
、
総
て

開
長
音
で
あ
る
。
開
長
音
が
、
既
述
の
よ
う
に
「
ウ
」
を
表
記
す
る
原
則
で
あ

っ
た
こ
と
と
関
連
が
あ
る
の
か
ど
う
か
、
現
段
階
で
は
未
詳
で
あ
る
。

以
上
を
纏
め
る
と
、
次
の
よ
う
に
な
る
。

H
、
オ
段
拗
長
音
は
「
ウ
」
を
表
記
し
な
い
原
則
が
あ
る
。
こ
の
場
合
、
開
合

の
区
別
が
な
い
。

口
、
オ
段
開
長
音
は
「
㊦
ウ
」
と
表
記
さ
れ
る
原
則
が
あ
る
。

臼
、
オ
段
合
長
音
は
「
㊥
」
と
表
さ
れ
、
「
ウ
」
を
表
記
し
な
い
原
則
が
あ
る
。

H
に
は
一
例
の
例
外
が
あ
り
、
日
日
に
は
表
記
上
で
は
三
例
ず
つ
と
い
う
若
干

の
例
外
が
あ
る
。
口
と
臼
の
中
に
は
、
表
記
と
し
て
は
「
⑦
ウ
」
と
「
㊥
」
と

で
区
別
さ
れ
て
い
る
も
の
の
、
合
長
音
を
「
㊦
ウ
」
、
開
長
音
を
「
㊥
」
と
表
し

た
も
の
が
含
ま
れ
て
い
る
。
こ
れ
に
は
開
合
の
乱
れ
が
、
字
音
語
に
は
個
別
的

に
起
っ
て
い
た
こ
と
が
考
え
ら
れ
る
。
挙
例
を
通
し
て
、
語
と
し
て
は
い
ず
れ

か
に
表
記
が
足
っ
て
い
る
こ
と
か
ら
窺
わ
れ
る
。
但
し
開
長
音
を
「
㊥
ウ
」
と

〓
小
ウ
」
（
角
）

表
し
た
「
妄
　
　
指
」
な
ど
に
つ
い
て
は
末
勘
で
あ
る
。
た
だ
こ
れ
は
臼
の

原
則
に
係
る
問
題
で
あ
り
、
こ
れ
を
以
て
、
H
～
臼
の
原
則
を
総
て
否
定
す
る

こ
と
は
出
来
な
い
も
の
の
、
オ
段
長
音
に
開
合
に
係
る
表
記
上
の
区
別
が
あ
る

と
す
る
の
に
、
オ
段
拗
長
音
に
開
合
の
区
別
が
全
く
な
い
の
も
問
題
で
あ
る
。



献文筆角た観てしと料史言方

鳥
取
県
金
剛
痩
院
の
角
筆
文
献
に
認
め
ら
れ
た
、
右
述
の
事
例
が
偶
然
の
こ

と
な
の
か
、
個
別
的
な
こ
と
な
の
か
、
表
記
上
の
こ
と
か
、
或
い
は
音
声
に
係

る
問
題
な
の
か
現
段
階
で
は
明
ら
か
に
し
難
い
。
角
筆
文
献
の
材
料
が
不
足
で

あ
る
。
た
だ
、
鳥
取
県
の
現
代
語
方
言
と
照
合
す
る
に
、
H
の
オ
段
拗
長
音
を

（6）

短
呼
す
る
事
象
が
あ
り
、
臼
と
臼
に
つ
い
て
は
開
長
音
を
［
a
‥
］
と
発
音
し
、

（7）

合
長
音
［
○
‥
］
と
区
別
す
る
事
象
と
関
連
し
そ
う
で
あ
る
。
歴
史
的
な
繋
が
り

を
論
ず
る
為
に
は
、
何
よ
り
も
鳥
取
県
の
角
筆
文
献
を
多
く
発
掘
し
、
類
例
を

多
く
得
る
こ
と
が
先
決
で
あ
る
。

こ
こ
で
は
、
事
例
を
挙
げ
る
に
止
め
、
そ
の
中
に
出
て
来
た
二
点
に
絞
っ
て
、

オ
段
拗
長
音
を
ウ
段
長
音
に
発
音
し
た
こ
と
を
反
映
し
た
事
象
と
、
オ
段
合
長

音
の
短
呼
事
象
に
つ
い
て
、
他
の
角
筆
文
献
に
類
例
を
求
め
る
と
共
に
、
口
頭

語
を
反
映
す
る
文
献
を
も
探
り
、
現
代
語
方
言
と
の
関
連
に
言
及
し
よ
う
と
思

う
〇

三
、
オ
段
拗
長
音
の
り
段
長
音
化
に
つ
い
て

鳥
取
県
の
金
剛
櫨
院
東
光
寺
蔵
褐
記
に
書
入
れ
ら
れ
た
角
筆
仮
名
の
中
に
、

オ
段
拗
長
音
を
ウ
段
長
音
に
発
音
し
た
こ
と
を
反
映
す
る
事
例
が
あ
っ
た
。
「
縄

履
」
「
縄
墨
」
の
「
縄
」
を
「
シ
ウ
」
（
濁
音
を
付
し
て
「
ジ
ウ
」
と
表
し
た
例
も
あ

シ
ウ

る
）
と
す
る
も
の
で
あ
っ
た
。
一
方
、
「
襲
」
を
「
シ
ヨ
」
と
表
し
た
事
例
も
あ

り
、
両
者
を
勘
合
す
る
と
、
「
シ
ウ
」
の
表
す
音
と
「
シ
ヨ
（
ウ
）
」
の
表
す
音
と

が
長
音
化
し
て
い
て
、
同
音
又
は
紛
わ
し
く
近
い
音
で
あ
っ
た
反
映
と
な
る
。

そ
れ
が
オ
段
拗
長
音
の
全
体
に
及
ぶ
事
象
で
あ
っ
た
の
か
、
「
縄
I
」
の
よ
う
な

特
定
語
に
つ
い
て
だ
け
の
こ
と
で
あ
っ
た
の
か
、
現
段
階
で
は
明
ら
か
に
し
難

い
。
オ
段
拗
長
音
の
原
則
表
記
と
し
て
見
ら
れ
た
「
⑦
ヨ
」
が
仮
名
通
り
の
音

シ
・
ワ

で
短
呼
で
あ
っ
た
と
す
れ
ば
、
「
縄
－
」
は
語
と
し
て
他
地
域
か
ら
入
っ
た
か
、

シ
ヨ

或
い
は
古
い
音
が
こ
の
語
に
残
っ
た
こ
と
に
な
り
、
「
襲
」
も
そ
の
よ
う
な
音

（8）

が
、
表
記
習
慣
と
し
て
伝
存
し
た
こ
と
に
な
る
。
こ
の
間
題
を
考
え
る
た
め
に
、

他
地
域
の
角
筆
文
献
に
目
を
転
ず
る
。

先
ず
、
鳥
取
県
と
同
じ
中
国
地
方
の
角
筆
文
献
に
つ
い
て
．
拾
い
得
た
例
を
挙

げ
る
（
用
例
の
下
に
〔
開
〕
と
注
記
し
た
の
は
開
長
音
を
示
す
。
図
書
名
の
下
の
［
　
］

内
の
数
字
は
角
筆
文
献
の
整
理
番
号
）
。

①
広
島
県
三
原
市
立
図
書
館
蔵
大
学
章
句
（
江
戸
初
期
坂
本
二
冊
［
塑
　
楢

崎
正
員
手
沢
本

「
貞
求
乙
丑
二
」
〈
角
〉
（
裏
表
紙
見
返
に
書
入
ら
れ
た
角
筆
の
年
紀
。
「
貞
求
」
は
「
貞

享
」
の
宛
字
。
貞
享
二
年
（
〓
ハ
八
五
）
　
の
干
支
は
「
乙
丑
」
に
当
る
）

②
同
三
原
市
立
図
書
館
蔵
論
語
集
註
（
江
戸
初
期
坂
本
）
四
冊
［
響
　
楢
崎
正

員
手
沢
本

「
シ
ウ
セ
ケ
」
（
角
）

象
説
卦
　
　
〔
開
〕

③
同
三
原
市
立
図
書
館
蔵
（
楢
崎
文
庫
）
孟
子
道
春
点
（
享
保
四
年
二
七
一
九
）

坂
本
）
四
冊
［
響

「
シ
ウ
」
（
角
）

絶
　
　
　
墨

「
カ
ヒ
ウ
」
　
（
角
）

餓
李

「
ホ
ウ
キ
ウ
」
（
角
）

封
　
痘

〔開〕

④
同
三
原
市
立
図
書
館
蔵
（
黄
田
文
庫
）
論
語
・
孟
子
道
春
点
（
文
化
九
年
（
一
八
一

二
）
坂
本
）
五
冊
［
聖

教
海
（
上
欄
「
キ
ふ
か
い
」
（
角
）
）



⑤
広
島
県
庄
原
市
立
図
書
館
蔵
論
語
集
註
（
江
戸
時
代
板
本
）
四
冊
［
塑

原
範
夫
氏
教
示
）

「
チ
ウ
テ
ィ
」
　
（
角
）

朝
　
廷

（11）

（
菅
　
本
で
あ
る
。
正
員
は
、
墓
誌
銘
等
に
よ
る
と
、
先
祖
は
代
々
毛
利
家
に
仕
え
た

が
、
父
正
知
の
時
に
山
口
県
防
府
か
ら
三
原
に
移
り
、
正
員
は
そ
の
長
男
と
し

01

⑥
広
島
県
山
県
郡
千
代
田
町
有
田
、
小
田
家
蔵
増
註
唐
賢
絶
句
三
億
詩
法
（
元
禄

十
六
年
（
一
七
〇
三
）
坂
本
）
三
冊
［
懸
（
広
島
市
立
中
央
図
書
館
寄
託
）
享

（9）

保
四
年
頃
、
志
路
原
周
見
書
入
れ

蚊
媒
　
　
飛
来
（
角
筆
「
中
」
は
「
媒
」
の
音
を
示
し
た
も
の
）

「
中
」
（
角
）

⑦
山
口
県
萩
市
立
図
書
館
蔵
三
倍
詩
上
中
下
（
江
戸
中
期
坂
本
）
三
冊
［
響
天
和

（10）

三
年
（
一
六
八
三
）
頃
の
書
入
れ

「
ト
キ
ウ
」
　
（
角
）
　
　
　
「
パ
ン
カ
」
　
（
角
）

桃
嫡
　
　
奪
二
晩
霞
一

⑧
山
口
大
学
附
属
図
書
館
蔵
近
思
録
（
寛
文
十
三
年
（
一
六
七
三
）
坂
本
）
四
冊
［
懸

山
根
信
太
郎
氏
寄
贈
本

「
シ
ウ
」
　
（
角
）

大
匠
　
　
　
〔
開
〕

⑨
岡
山
県
金
光
図
書
館
蔵
古
文
真
宝
後
集
（
元
禄
三
年
二
六
九
〇
）
坂
本
）
一
冊

［
轡
（
豊
田
尚
子
氏
調
査
に
よ
る
）

蔚
候
（
上
欄
「
シ
フ
♪
（
ヽ
」
（
角
）
）

⑳
岡
山
県
金
光
図
書
館
蔵
五
経
羅
山
訓
点
（
江
戸
時
代
坂
本
）
十
一
冊
［
塑
（
三
宅

且
晃
氏
調
査
に
よ
る
）

シ
フ

蒼
蝿
　
（
詩
経
上
、
四
十
四
ウ
6
）

①
②
は
楢
崎
正
員
（
元
和
六
年
八
一
六
二
〇
）
－
元
禄
九
年
（
一
六
九
六
）
）
の
手
沢

て
三
原
に
生
ま
れ
、
三
原
で
薬
屋
を
営
み
、
三
原
に
残
し
た
。
晩
年
学
に
志
し
、

延
宝
元
年
（
一
六
七
三
）
五
十
四
歳
で
、
京
都
の
山
崎
闇
斎
に
逢
っ
て
弟
子
と
な

り
漢
学
を
学
ん
だ
。
楢
崎
文
庫
の
蔵
書
中
に
「
山
崎
嘉
点
」
　
の
坂
本
が
多
い
の

は
こ
の
為
で
あ
る
。
①
②
も
「
山
崎
嘉
点
」
の
坂
本
で
あ
り
、
正
員
の
手
沢
本

で
あ
る
。
そ
れ
に
、
正
員
の
加
筆
と
考
え
ら
れ
る
角
筆
の
書
入
れ
が
あ
る
。
①

に
は
裏
表
紙
の
見
返
し
の
白
紙
部
分
に
角
筆
で
書
い
た
年
紀
が
あ
る
。
凹
み
が

薄
く
て
極
め
て
読
み
に
く
い
が
、
「
貞
求
乙
丑
二
」
と
辛
う
じ
て
読
解
け
た
も
の
で

あ
る
。
こ
の
読
み
に
よ
れ
ば
、
「
貞
求
」
は
私
年
号
に
も
見
当
ら
な
い
の
で
不
審

で
あ
る
。
正
員
が
生
存
中
の
年
号
で
関
連
の
あ
る
の
に
「
貞
享
」
が
あ
る
。
「
貞

享
二
年
」
な
ら
干
支
が
「
乙
丑
」
で
合
う
。
「
貞
享
」
を
角
筆
で
「
貞
求
」
と
書

表
し
た
と
な
る
と
、
「
求
」
は
「
享
」
の
宛
字
で
あ
り
、
両
字
の
問
に
音
の
通
ず

る
所
が
あ
っ
た
こ
と
に
な
る
。
即
ち
、
「
享
」
の
オ
段
拗
長
音
（
開
音
）
を
「
求
」

の
ウ
段
長
音
で
表
し
た
こ
と
に
な
る
。
楢
崎
正
員
の
手
沢
本
に
は
、
②
の
よ
う

に
坂
本
本
文
の
漢
字
「
象
」
（
開
長
音
）
を
角
筆
で
「
シ
ウ
」
と
表
し
た
事
例
も

あ
り
、
①
の
傍
証
と
も
な
る
。

③
は
、
同
じ
く
楢
崎
家
伝
来
の
蔵
書
で
あ
る
が
、
正
員
没
後
の
刊
行
で
あ
る

か
ら
、
そ
の
子
の
正
重
か
弟
の
正
之
か
或
い
は
そ
の
親
縁
の
者
の
書
入
れ
と
見

ら
れ
る
。
正
重
・
正
之
と
も
に
漢
学
に
勤
ん
で
い
る
。
そ
の
用
例
の
う
ち
、

シ
・
ワ

「
縄
墨
」
は
金
剛
憧
院
蔵
の
角
筆
仮
名
に
も
見
ら
れ
た
も
の
で
あ
る
。
④
は
、
江

戸
後
期
文
化
九
年
の
再
坂
本
で
、
表
紙
に
「
備
後
三
原
西
町
」
「
黄
田
寅
次
朗
之

物
」
な
ど
の
墨
書
が
あ
る
。
こ
の
黄
田
家
の
蔵
書
も
三
原
市
立
図
書
館
に
寄
贈

さ
れ
、
「
黄
田
文
庫
」
と
し
て
保
存
さ
れ
て
い
る
。
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以
上
の
如
く
、
①
～
④
は
広
島
県
三
原
市
に
関
係
深
い
書
物
で
あ
り
、
三
原

で
角
筆
が
使
わ
れ
、
そ
の
関
係
者
が
書
入
れ
た
も
の
の
中
に
見
ら
れ
た
も
の
で

あ
る
。⑤

は
、
「
八
谷
多
六
」
等
の
墨
書
と
、
「
八
谷
」
の
朱
印
が
あ
る
。
八
谷
氏
は
、

庄
原
市
立
図
書
館
に
一
括
寄
増
さ
れ
た
中
の
他
本
に
よ
る
と
、
備
後
国
庄
原
の

人
で
あ
る
と
知
ら
れ
る
。
⑥
は
、
注
（
9
）
に
記
し
た
如
く
、
山
県
郡
（
広
島
県
）

の
志
路
原
周
兄
が
角
筆
で
書
入
れ
た
も
の
で
あ
る
。

⑦
は
、
天
和
三
年
に
墨
書
を
書
入
れ
た
「
順
教
」
な
る
人
物
が
未
詳
で
あ
る

が
、
萩
市
立
図
書
館
の
寄
贈
書
が
明
倫
館
版
を
始
め
地
元
の
蔵
書
家
の
も
の
か

ら
成
る
こ
と
か
ら
す
れ
ば
、
萩
の
土
地
の
人
で
あ
ろ
う
。
⑧
も
地
元
の
山
根
信

太
郎
氏
の
寄
贈
本
で
あ
る
。

⑨
に
は
「
清
音
堂
波
多
性
蔵
」
の
墨
書
、
⑳
に
は
「
備
前
佐
伯
荘
光
現
寺
什

物
」
の
墨
書
が
あ
り
、
後
者
か
ら
は
岡
山
に
係
る
も
の
で
あ
る
こ
と
が
分
る
。

こ
の
よ
う
に
、
中
国
地
方
の
そ
れ
ぞ
れ
の
土
地
で
、
そ
の
土
地
人
が
角
筆
で

書
入
れ
た
と
見
ら
れ
る
文
献
の
中
に
、
オ
段
拗
長
音
に
対
し
て
ウ
段
長
音
を
表

す
仮
名
で
表
記
し
た
例
が
認
め
ら
れ
る
。
類
音
の
漢
字
で
注
音
し
た
例
に
よ
れ

ば
、
実
際
に
ウ
段
の
長
音
に
発
音
し
た
こ
と
が
考
え
ら
れ
る
。
但
し
、
そ
の
発

音
が
オ
段
拗
長
音
の
総
て
に
亘
っ
て
い
た
の
か
、
特
定
の
漢
字
（
又
は
語
）
に
つ

い
て
で
あ
っ
た
の
か
は
、
資
料
の
用
例
が
少
な
か
っ
た
り
、
精
査
が
出
来
て
い

な
か
っ
た
り
す
る
た
め
に
、
現
段
階
で
は
明
ら
か
に
し
得
な
い
。

中
国
地
方
以
外
で
は
、
三
重
県
津
市
立
図
書
館
橋
本
文
庫
の
角
筆
文
献
に
こ

の
事
象
が
あ
る
。
山
本
真
吾
氏
は
橋
本
文
庫
を
調
査
さ
れ
て
、
十
三
点
（
五
十
八

（12）

冊
）
の
角
筆
文
献
を
発
見
し
、
そ
の
報
告
を
公
表
さ
れ
た
。
そ
の
中
で
、
郷
土
資

料
の
「
親
鸞
聖
人
正
統
伝
」
六
冊
［
懸
に
書
入
れ
ら
れ
た
多
量
の
角
筆
仮
名

等
に
つ
い
て
詳
細
な
分
析
を
し
て
い
る
。
こ
の
本
は
、
享
保
二
年
二
七
一
七
）

に
津
の
一
身
田
に
て
開
仮
さ
れ
、
江
戸
中
期
に
津
の
近
辺
で
角
筆
の
加
点
が
行

わ
れ
、
そ
の
ま
ま
こ
の
地
に
伝
わ
っ
た
と
見
る
の
が
自
然
で
あ
る
と
し
て
い
る
。

こ
の
角
筆
仮
名
に
も
、
．
オ
段
拗
長
音
を
ウ
段
長
音
に
発
音
し
た
と
見
ら
れ
る
事

例
が
あ
る
。
同
氏
は
次
の
よ
う
に
例
示
し
て
い
る
。
．

a
、
「
ヨ
　
（
ウ
）
」
を
「
ユ
（
ウ
）
」
と
す
る
例
　
－
　
4
例

六
角
聖
」
（
角
〉
舎
（
②
芳
2
）
、
六
角
聖
餐
（
角
）

「
シ
ユ
」
（
角
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
「
シ
ユ
キ
」
（
角
）

所
　
　
　
（
③
1
9
オ
6
）
、
所
帰
　
　
（
◎
4
オ
7
）

（
②
1
2
ウ
6
）
、
他

b
、
「
ユ
（
ウ
）
」

「
ケ
ン
キ
ヨ
」
（
角
）

研
究

「
リ
ン
ジ
ヨ
」
　
（
角
）

臨
　
終

「
コ
ン
リ
ヨ
」
（
角
）

建
　
立

を
「
ヨ
　
（
ウ
）
」
と
す
る
例
　
－
　
7
例

「
リ
ン
上
」
（
角
）

シ
タ
マ
ヘ
リ
（
①
1
9
オ
8
）
、
臨
　
終
　
　
（
②
2
0
ウ
7
）
、

「
コ
リ
ヨ
」
　
（
角
）

引
導
生
極
楽
（
③
1
ウ
4
）
、
興
隆
　
　
　
（
③
1
5
オ
2
）
、

「
シ
ユ
上
」
　
（
角
）

門
ア
リ
（
④
1
7
ウ
8
）
、
始
終
　
　
（
⑤
1
0
オ
2
）シ

ユ

a
が
オ
段
拗
長
音
の
ウ
段
長
音
化
の
例
で
あ
る
が
、
「
精
」
は
開
長
音
、
「
所
」

は
オ
段
と
エ
段
の
交
替
例
か
。
長
音
化
し
た
と
す
れ
ば
こ
の
例
と
な
る
。
b
は

上

「
⑦
ウ
」
を
逆
に
「
⑦
ヨ
」
で
表
し
た
も
の
で
、
「
終
」
の
類
音
字
に
よ
る
と
発

音
も
そ
う
で
あ
っ
た
こ
と
が
知
ら
れ
る
。
a
と
b
と
を
勘
合
す
る
と
、
両
者
は

同
じ
音
で
あ
っ
た
か
紛
ら
わ
し
く
近
い
音
で
あ
っ
た
こ
と
が
窺
わ
れ
る
。
角
筆

仮
名
が
オ
段
拗
長
音
を
「
⑦
ヨ
」
で
表
し
て
、
「
ウ
」
を
表
記
し
な
い
事
象
は
、

鳥
取
県
金
剛
憧
院
東
光
寺
蔵
裡
記
の
角
筆
仮
名
の
表
記
原
則
に
通
ず
る
。
但
し
、

後
述
の
如
く
、
オ
段
長
音
は
開
合
を
区
別
せ
ず
、
開
長
音
も
合
長
音
も
「
㊥
」

で
表
し
て
、
拗
長
音
と
同
じ
く
「
ウ
」
を
表
記
し
な
い
。

11



同
じ
く
津
市
立
図
書
館
橋
本
文
庫
蔵
の
「
頭
書
三
倍
詩
」
　
（
承
応
二
年
二
六
五

「
チ
ウ
」
（
角
）

三
）
坂
本
〓
ハ
冊
［
聖
に
も
、
山
本
真
吾
氏
の
調
査
に
よ
る
と
、
「
蝶
　
　
」

（
巻
之
一
下
、
七
オ
2
）
が
あ
る
。
同
じ
箇
所
に
、
角
筆
仮
名
「
チ
ウ
」
の
上
か
ら

重
ね
る
よ
う
に
書
い
た
墨
書
で
は
「
チ
ョ
ウ
」
と
表
記
規
範
に
従
っ
て
書
い
て

（13）
い
る
。次

に
、
東
北
地
方
の
角
筆
文
献
に
目
を
転
ず
る
。
第
一
に
、
青
森
県
弘
前
市

立
図
書
館
の
稽
古
館
版
尚
書
上
、
下
（
寛
政
九
年
（
一
七
九
七
）
坂
本
）
二
冊
［
轡

が
あ
る
。
稽
古
館
版
は
、
弘
前
藩
の
藩
校
の
教
科
書
と
し
て
出
版
さ
れ
た
も
の

で
あ
る
。
そ
の
白
文
の
漢
文
に
対
し
て
、
最
初
に
墨
の
仮
名
が
テ
ニ
ヲ
ハ
本
位

に
施
さ
れ
、
．
次
い
で
角
筆
仮
名
が
書
入
れ
ら
れ
て
漢
字
の
読
み
方
を
示
し
、
そ

の
上
か
ら
第
二
次
墨
書
が
な
ぞ
る
よ
う
に
重
ね
書
き
さ
れ
て
い
る
。
こ
の
角
筆

（14）

仮
名
と
第
二
次
墨
書
に
は
、
東
北
方
言
が
多
く
現
れ
て
い
る
。
そ
の
第
二
次
墨

書
に
、

シ

ン

チ

ウ

　

　

　

　

　

チ

チ

ウ

　

チ

ヨ

腎
腸
　
〔
開
〕
　
　
締
貯
　
（
「
貯
」
の
長
音
化
に
基
づ
く
）

が
見
ら
れ
る
。
第
二
は
、
仙
台
藩
の
藻
校
の
教
科
書
で
あ
っ
た
仙
台
養
賢
堂
版

の
孟
子
集
註
（
架
蔵
）
四
冊
［
害
が
あ
る
。
そ
の
本
文
に
書
入
れ
ら
れ
た
角
筆

（15）

仮
名
等
に
も
東
北
方
言
が
現
れ
て
い
る
か
ら
、
仙
台
藩
ゆ
か
り
の
土
地
人
の
書

入
れ
と
見
ら
れ
る
。
そ
の
角
筆
の
書
入
れ
に
、

「
富
セ
ん
」
（
角
）

強
戟
　
　
　
〔
開
〕
　
（
巻
十
二
）

が
認
め
ら
れ
る
。
「
宮
」
は
角
筆
に
よ
る
凹
み
が
浅
く
且
つ
草
書
で
あ
る
の
で
読

み
難
い
が
、
「
宮
」
に
間
違
い
な
い
と
す
れ
ば
、
オ
段
拗
長
音
を
類
昔
の
漢
字
で

注
音
し
た
こ
と
に
な
り
、
拗
長
音
の
「
強
」
を
ウ
段
長
音
に
発
音
し
た
例
と
な

る
。
こ
の
本
に
は
「
星
文
之
郎
」
　
の
墨
書
文
字
が
あ
り
、
そ
の
墨
書
で
仮
名
も

書
入
れ
ら
れ
て
い
る
。
そ
の
墨
書
仮
名
で
は
、
逆
に
ウ
段
長
音
を
、

ち
や
う
の
さ
る
こ
と

肘
　
之
去
　
　
（
巻
三
）

の
よ
う
に
「
ち
ゃ
う
」
と
表
し
て
い
る
。
オ
段
拗
長
音
と
同
じ
か
紛
ら
わ
し
く

近
い
音
で
あ
っ
た
こ
と
を
反
映
す
る
。

角
筆
文
献
に
つ
い
て
拾
い
得
た
の
は
、
現
段
階
で
は
右
掲
の
も
の
で
あ
る
。

（
補
注
2
）

他
地
域
の
角
筆
文
献
の
調
査
が
出
来
て
い
な
い
の
で
、
全
国
の
状
況
は
未
詳
で

あ
る
が
、
江
戸
時
代
に
、
中
国
地
方
の
諸
県
、
近
畿
の
三
重
県
津
、
東
北
地
方

の
弘
前
と
仙
台
に
お
い
て
、
こ
の
事
象
の
存
し
た
こ
と
が
知
ら
れ
る
。

一
体
、
こ
の
よ
う
な
転
詑
音
は
、
角
筆
文
献
に
は
現
れ
易
い
の
で
あ
る
が
、

角
筆
文
献
だ
け
に
現
れ
毛
筆
文
献
に
絶
対
に
現
れ
な
い
わ
け
で
は
な
い
。
毛
筆

文
献
で
も
規
範
力
の
強
い
文
献
に
は
現
れ
に
く
い
が
規
範
力
が
弱
い
文
献
、
特

に
口
頭
語
を
反
映
し
て
い
る
文
献
に
は
現
れ
て
来
る
。

そ
の
例
と
し
て
、
東
北
地
方
の
南
部
藩
百
姓
の
三
浦
命
助
の
獄
中
記
（
第
一

冊
・
第
二
冊
・
第
三
冊
は
安
政
六
年
二
八
五
八
）
・
七
年
執
筆
、
第
四
冊
は
万
廷
二
年

（
一
八
六
一
）
執
筆
）
が
あ
る
。
こ
の
文
献
の
用
語
に
つ
い
て
は
、
ズ
ー
ズ
ー
弁
と

ガ
行
孟
音
を
扱
っ
た
川
本
栄
一
郎
妹
の
碧
な
考
察
が
毎
オ
段
望
音

に
つ
い
て
高
松
政
雄
氏
の
言
及
も
あ
る
。
三
浦
命
助
は
、
南
部
藩
の
百
姓
で
あ

り
、
百
姓
一
揆
弾
圧
の
犠
牲
と
な
っ
て
投
獄
さ
れ
、
元
治
元
年
二
八
六
四
）
に

四
十
五
歳
で
獄
死
し
た
。
八
年
間
の
獄
中
生
活
の
問
に
安
政
六
年
七
年
と
万
廷

二
年
に
獄
中
か
ら
、
残
さ
れ
た
妻
子
に
宛
て
て
「
帳
面
」
に
書
い
て
は
送
っ
た
。

そ
の
自
筆
原
本
が
岩
手
県
釜
石
市
の
三
浦
加
禄
氏
（
三
浦
命
助
の
後
裔
）
に
伝
わ

（18）

っ
て
い
る
。
こ
の
「
帳
面
」
の
文
章
中
に
、
「
よ
う
し
や
う
の
子
ど
も
に
し
ら
せ

ん
た
め
に
、
わ
ざ
と
も
ん
ご
ん
を
下
ひ
ん
に
、
わ
か
る
よ
う
に
致
し
侯
問
」
と

21
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用
語
使
用
の
意
図
も
記
し
て
い
る
。
そ
の
用
語
の
中
に
、
オ
段
拗
長
音
を
「
⑦

ウ
」
で
表
し
た
例
が
次
の
よ
う
に
あ
る
。

ミ
ウ
バ
ン

と
う
勾
引
あ
ふ
ら
（
橙
明
油
）
　
崩
っ
引
ば
ん
・
明
暮
　
（
五
例
）
　
び
封
（
乾

ハ
ン
ミ
ウ
　
　
カ
ツ
ジ
ヤ
ウ
テ
ィ
ナ
ウ

韮
）
　
斑
猫
　
葛
上
　
亭
長

開
合
の
区
別
は
無
く
、
開
長
音
に
も
見
ら
れ
る
。
但
し
、
オ
段
拗
長
音
で
も
「
L

や
」
表
記
の
語
は
、

L
や
う
ゆ
・
シ
ャ
ウ
ユ
（
醤
油
）
　
シ
ャ
ウ
ジ
ン
　
（
精
進
）
　
ふ
つ
き
は
ん

じ
ゃ
う
　
（
富
貴
繁
昌
）
　
よ
う
し
や
う
　
（
幼
小
）

の
よ
う
に
表
さ
れ
、
又
「
テ
ウ
メ
ン
」
（
帳
面
）
の
語
も
一
貫
し
て
こ
の
表
記
で

あ
る
。
こ
れ
に
は
、
こ
れ
ら
の
語
の
表
記
習
慣
或
い
は
命
助
の
表
記
習
得
の
問

題
が
関
与
し
て
い
る
と
思
わ
れ
る
。
川
本
氏
は
、
こ
の
獄
中
記
に
、
こ
の
地
方

の
口
頭
語
が
、
表
記
上
の
問
題
を
含
み
乍
ら
も
、
端
的
に
現
れ
て
い
る
こ
と
を

指
摘
し
て
い
る
。
さ
す
れ
ば
、
オ
段
拗
長
音
も
口
頭
語
と
し
て
ウ
段
長
音
に
発

音
さ
れ
て
い
た
と
見
て
良
い
で
あ
ろ
う
。
一
方
、
同
じ
三
浦
命
助
が
釈
明
の
た

め
に
藩
に
上
申
し
た
「
霹
顕
状
」
は
、
文
語
体
の
候
文
で
あ
っ
て
、
右
に
述
べ

た
よ
う
な
口
頭
語
の
事
象
は
見
ら
れ
な
い
。
獄
中
記
が
「
わ
ざ
と
も
ん
ご
ん
を

下
ひ
ん
に
、
わ
か
る
よ
う
に
」
意
図
し
た
結
果
、
毛
筆
文
献
で
は
あ
っ
て
も
、

当
時
の
口
頭
語
が
端
的
に
現
れ
た
わ
け
で
あ
る
。
そ
の
結
果
、
江
戸
時
代
後
期

に
盛
岡
に
お
い
て
も
、
口
頭
語
と
し
て
こ
の
発
音
の
行
わ
れ
て
い
た
こ
と
が
知

ら
れ
る
の
で
あ
る
。

オ
段
拗
長
音
を
「
⑦
ウ
」
で
表
す
例
は
、
平
安
時
代
の
院
政
期
か
ら
江
戸
時

代
ま
で
の
毛
筆
文
献
に
も
現
れ
て
い
て
、
既
に
諸
先
学
に
よ
る
優
れ
た
論
考
が

あ
る
。
有
坂
秀
世
博
士
は
、
「
和
名
集
」
に
い
わ
ゆ
る
託
っ
た
言
語
事
象
の
あ
る

こ
と
に
関
連
し
て
、
九
州
肥
後
釈
迦
院
の
僧
秀
繁
が
書
い
た
訓
点
資
料
の
「
倭

漢
朗
詠
集
私
注
」
永
正
五
年
（
一
五
〇
八
）
点
を
「
仮
名
追
及
仮
名
字
体
沿
革
史

（19）

料
』
か
ら
指
摘
さ
れ
た
。
こ
の
r
仮
名
追
及
仮
名
字
体
沿
革
史
料
」
　
の
第
四
十

七
面
の
「
字
音
」
欄
に
摘
記
さ
れ
た
例
を
整
理
し
て
示
す
と
、
次
の
よ
う
で
あ

る
。

サ
ウ
シ
ウ
　
　
チ
ウ
キ
ヤ
ウ

川
嬰
松
　
漬
香

シ
ウ
　
　
シ
ウ
　
　
ヲ
ウ
シ
ウ

伺
詔
　
薫
　
黄
梢

ジ
ウ
　
　
　
　
ナ
ウ
　
　
ヒ
ウ
リ
　
　
リ
ウ

詔
光
　
朝
　
表
裏
　
繚
乱

川
は
字
音
仮
名
遠
で
「
⑦
ヨ
ウ
」
と
な
る
音
に
基
づ
く
も
の
、
回
は
字
音
仮
名

道
で
「
㊤
ウ
」
と
な
る
音
に
基
づ
く
も
の
で
、
共
に
オ
段
拗
長
音
の
合
音
と
な

る
音
で
あ
る
。
こ
の
文
献
の
例
は
、
ロ
ド
リ
ゲ
ス
日
本
大
文
典
の
「
卑
語
」
－

－
「
下
二
五
m
O
）
　
の
地
方
全
般
に
関
す
る
附
記
」
の
記
事
内
容
に
合
い
、
ロ

ド
リ
ゲ
ス
日
本
犬
文
典
が
桃
山
時
代
で
あ
る
の
に
対
し
て
、
そ
れ
よ
り
滴
る
室

町
時
代
に
も
、
当
該
事
象
が
熊
本
に
お
い
て
行
わ
れ
て
い
た
こ
と
を
示
し
て
い

る
。
現
代
の
九
州
方
言
の
事
象
が
文
献
で
も
、
一
部
の
地
域
の
例
で
は
あ
る
が
、

（20）

室
町
時
代
ま
で
辿
ら
れ
る
こ
と
に
な
る
。
阿
蘇
家
文
書
に
よ
れ
ば
、
鎌
倉
時
代

書
写
の
「
健
軍
社
文
書
預
ケ
状
」
　
に
、

（
健
軍
宮
）
　
　
　
　
　
（
施
行
）
　
（
弘
安
）

た
け
み
や
の
御
し
き
う
こ
う
あ
ん
二
年
二
月
廿
九
日

と
、
「
施
行
」
を
「
し
き
う
」
と
表
し
た
例
が
あ
る
。
こ
の
翻
字
に
間
違
い
が
な

く
「
や
」
の
誤
脱
が
な
い
と
す
れ
ば
、
漢
音
と
呉
音
を
三
川
の
発
音
に
雑
探
し

（21）

た
例
は
鎌
倉
時
代
に
例
が
あ
る
の
で
、
鎌
倉
時
代
に
潮
る
こ
と
に
な
る
が
、
開

長
音
で
あ
り
、
同
じ
文
書
中
に
「
ゑ
ん
き
や
う
」
（
延
慶
）
の
表
記
例
が
あ
る
の

で
問
題
が
残
る
。
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吉
川
泰
雄
氏
は
、
室
町
時
代
か
ら
江
戸
時
代
に
亘
り
、
諸
文
献
の
事
例
を
極

（22）

め
て
豊
富
に
掲
げ
ら
れ
た
。
京
都
と
そ
の
近
郊
の
文
献
を
始
め
、
地
方
語
に
係

る
文
献
の
例
も
挙
げ
ら
れ
て
い
る
。
特
に
「
方
言
史
」
と
い
う
視
点
か
ら
述
べ

て
は
い
な
い
が
、
江
戸
時
代
に
書
か
れ
た
各
地
の
方
言
記
録
か
ら
の
例
が
あ
る
。

「
仙
台
方
言
伊
呂
波
寄
」
「
新
編
常
陸
国
誌
方
言
部
」
、
上
州
方
言
を
記
し
た
か
と

さ
れ
る
「
登
古
路
言
葉
」
、
山
陰
遺
の
は
「
丹
波
通
辞
」
、
九
州
で
は
「
菊
池
俗

言
考
」
か
ら
挙
例
し
て
い
る
。
又
、
古
文
書
で
は
、
豊
臣
秀
吉
の
「
太
閤
書
信
」

の
「
き
う
」
　
（
今
日
）
を
始
め
、
信
濃
の
仁
古
田
村
明
細
帳
（
宝
永
三
年
）
、
近
江

の
阿
部
文
書
（
永
正
十
二
年
）
、
伊
勢
松
崎
下
宮
社
文
書
（
天
文
八
年
）
、
九
州
の
阿

蘇
文
書
（
文
明
十
五
年
）
　
か
ら
挙
例
し
て
い
る
。

新
潟
県
と
そ
の
近
隣
に
つ
い
て
は
、
二
氏
の
文
献
に
よ
る
論
考
が
あ
る
。
山

田
忠
雄
氏
は
、
富
山
県
境
の
山
村
、
下
山
有
峯
村
に
伝
わ
っ
た
、
慶
長
七
年
二

六
〇
二
）
の
写
本
「
法
明
童
子
」
を
紹
介
さ
れ
た
中
で
、
こ
の
事
象
の
あ
る
．
こ
と

（23）

に
言
及
さ
れ
た
。
又
、
迫
野
虔
徳
氏
は
、
上
杉
文
書
な
ど
越
後
地
方
の
中
世
末

期
の
古
文
書
に
現
れ
た
こ
の
事
象
を
綿
密
に
考
証
さ
れ
て
、
現
代
の
新
潟
方
言

（24）

と
の
係
り
に
触
れ
て
い
る
。

当
該
事
象
に
つ
い
て
は
、
他
に
福
島
邦
道
氏
が
、
そ
れ
ま
で
の
説
を
概
観
し

（25）

て
考
察
を
進
め
ら
れ
、
そ
れ
ら
を
踏
ま
え
つ
つ
高
松
政
雄
氏
は
、
こ
れ
が
単
な

る
表
記
上
の
こ
と
で
な
く
、
そ
の
音
声
を
担
っ
て
い
た
と
し
て
、
国
語
音
声
史

上
へ
の
位
置
付
け
を
説
か
れ
、
「
私
的
な
、
或
い
は
地
方
色
を
帯
び
る
よ
う
な
も

の
に
多
い
」
と
さ
れ
乍
ら
も
、
中
央
の
文
献
に
も
あ
る
こ
と
か
ら
、
「
一
般
論
と

（26）

し
て
簡
単
に
割
り
切
れ
な
い
」
と
慎
重
に
対
処
さ
れ
た
。

室
町
時
代
か
ら
江
戸
時
代
ま
で
の
、
先
学
の
挙
げ
ら
れ
た
諸
文
献
の
例
に
つ

い
て
、
文
献
批
判
や
逐
一
の
検
証
が
私
に
は
出
来
て
い
な
い
。
九
州
並
び
に
新

潟
県
近
隣
以
外
の
地
方
に
お
い
て
、
当
該
事
象
が
、
音
声
を
反
映
し
た
も
の
か
、

表
記
習
慣
上
の
問
題
と
如
何
に
係
る
の
か
、
江
戸
時
代
に
降
る
と
い
わ
ゆ
る
名

目
よ
み
と
し
て
特
定
語
に
残
る
よ
う
な
語
レ
ベ
ル
の
問
題
も
含
ま
れ
る
の
か
、

そ
れ
ら
が
、
地
方
毎
に
時
の
推
移
と
共
に
如
何
な
る
様
相
で
あ
っ
た
か
を
検
討

す
る
に
は
、
現
段
階
で
は
資
料
不
足
で
あ
る
。
た
だ
、
元
亀
二
年
（
一
五
七
一
）

（27）

師
岡
書
写
の
運
歩
色
葉
集
に
当
該
事
象
が
登
載
語
に
ま
で
多
く
見
ら
れ
、
所
持

者
等
円
が
「
関
東
ロ
ニ
テ
仮
名
遠
候
」
と
し
て
こ
の
事
象
に
つ
い
て
注
記
し
て
い

る
所
に
よ
れ
ば
、
関
東
方
言
の
確
証
は
な
い
も
の
の
、
九
州
・
越
後
以
外
の
地

に
お
い
て
も
、
当
時
こ
の
発
音
が
行
わ
れ
て
い
た
こ
と
を
考
え
さ
せ
る
。
更
に
、

天
文
八
年
の
伊
勢
松
崎
下
宮
社
文
書
に
現
れ
た
例
を
、
橋
本
文
庫
蔵
「
親
鸞
聖

人
正
統
伝
」
　
の
角
筆
仮
名
に
見
ら
れ
た
所
に
併
せ
考
え
る
と
、
室
町
時
代
か
ら

江
戸
中
期
に
、
三
重
の
地
方
で
当
該
の
発
音
が
行
わ
れ
た
と
考
え
て
も
良
さ
そ

う
で
あ
る
。
又
、
寛
正
四
年
二
四
六
三
）
十
一
月
の
備
中
国
新
見
荘
地
頭
方
政

所
屋
見
授
物
注
文
案
（
東
寺
百
合
文
書
）
は
、
焼
き
払
わ
れ
た
地
頭
方
政
所
に
あ

っ
た
品
々
を
記
し
た
も
の
で
あ
り
、
そ
の
中
に
「
庭
訓
往
来
一
さ
つ
」
「
字
尽
三

さ
つ
」
と
共
に
、
「
式
条
本
功
う
l
L
く
ろ
し
（
裏
紙
黒
紙
）
」
と
あ
る
（
第
九
回
東

寺
百
合
文
書
展
図
録
、
平
成
四
年
七
月
）
。
こ
れ
を
金
光
図
書
館
蔵
の
元
禄
三
年
板

古
文
真
宝
後
集
の
「
蔚
條
シ
フ
′
＼
」
（
前
掲
⑨
）
、
江
戸
時
代
板
五
経
の
「
蒼

シ
フ蝿

」
（
前
掲
⑳
）
と
併
せ
考
え
る
と
、
室
町
時
代
か
ら
江
戸
時
代
に
、
岡
山
県
の

地
方
で
も
当
該
の
発
音
が
行
わ
れ
た
こ
七
が
窺
わ
れ
る
。
加
え
て
、
江
戸
時
代

の
．
全
国
各
地
の
方
言
記
録
に
記
さ
れ
た
所
に
よ
れ
ば
、
そ
れ
ぞ
れ
の
方
言
で
実

際
に
こ
の
発
音
が
行
わ
れ
た
こ
と
を
窺
わ
し
め
る
。
江
戸
時
代
の
角
筆
文
献
の
、

特
に
類
音
の
漢
字
で
「
貞
享
」
を
「
貞
求
」
と
表
し
、
「
瑳
」
に
「
中
」
と
注
音

し
た
の
も
、
そ
の
発
音
の
あ
っ
た
こ
と
を
示
し
て
い
る
。

院
政
・
鎌
倉
時
代
の
文
献
か
ら
、
当
該
事
象
の
例
を
求
め
る
こ
と
は
、
現
存

41



献文筆角た観てしと料史言方

文
献
の
買
や
残
存
‥
重
の
制
約
か
ら
困
難
が
多
い
。
し
か
し
、
角
筆
文
献
や
口
頭

語
を
反
映
さ
せ
た
毛
筆
文
献
な
ど
、
規
範
か
ら
外
れ
た
文
献
を
探
索
す
る
こ
と

に
よ
っ
て
例
を
拾
う
こ
と
が
出
来
る
。

神
田
喜
一
郎
博
士
旧
蔵
長
恨
歌
一
巻
は
、
奥
書
に
よ
り
正
安
二
年
（
三
一
〇

〇
）
に
尋
親
が
書
写
し
た
も
の
で
あ
る
こ
と
が
分
る
。
そ
の
本
文
の
漢
字
の
読
み

を
示
す
の
に
、
角
筆
仮
名
が
施
さ
れ
て
い
る
。
角
筆
仮
名
は
平
仮
名
を
用
い
、

本
文
書
写
と
同
期
の
書
入
れ
と
見
ら
れ
る
。
そ
れ
に
よ
る
と
、
「
漁
陽
」
の
右
傍

に
角
筆
仮
名
で
「
き
う
よ
う
」
と
あ
る
（
拙
著
r
角
筆
文
献
の
国
語
学
的
研
究
」
影

ギ
ヨ
　
　
　
　
　
　
（
2
8
）

印
資
料
与
一
一
〇
貢
写
真
参
照
）
。
角
筆
仮
名
の
「
き
う
」
は
、
「
漁
」
が
長
音
化

し
た
上
で
、
ウ
段
長
音
に
発
音
さ
れ
た
こ
と
を
示
す
表
記
と
見
ら
れ
る
。
尚
、

し
鼻
．
つ

「
陽
」
は
開
合
が
乱
れ
て
い
る
。

建
治
元
年
二
二
七
五
）
書
写
の
名
語
記
の
「
満
ヲ
チ
ウ
ト
コ
へ
ヨ
ナ
ト
イ
ヘ

ル
　
チ
ウ
　
如
何
　
コ
レ
ハ
超
ノ
字
ノ
音
ヲ
テ
ウ
ト
イ
ヘ
ル
ヲ
チ
ウ
ト
イ
ヒ
ナ

セ
ル
也
」
（
巻
三
）
に
つ
い
て
は
、
先
学
が
指
摘
し
た
所
で
あ
る
が
、
古
文
書
に

も
、
白
河
本
東
寺
文
書
一
の
「
定
範
用
途
借
文
」
正
中
二
年
二
三
二
五
）
十
二

（
辻
　
　
領
）

月
二
十
二
日
に
、
「
日
吉
の
し
や
り
う
た
る
へ
き
物
な
り
」
（
鎌
倉
遺
文
二
九
二
九

四
）
が
あ
り
、
東
寺
百
合
文
書
ヨ
、
上
桂
庄
相
伝
文
書
案
の
「
大
納
言
房
訣
状
案
」

（
長
　
　
久
）

に
、
「
ち
う
き
う
四
ね
ん
正
月
十
日
在
判
」
と
あ
る
。
平
安
遺
文
六
〇
三
で
は
、

長
久
四
年
二
〇
四
三
）
　
の
箇
所
に
配
置
さ
れ
た
文
書
で
あ
る
。
こ
の
文
書
は
、

鎌
倉
時
代
後
期
に
お
け
る
、
山
城
国
上
桂
庄
を
め
ぐ
る
荘
園
争
い
で
、
東
寺
と

対
決
し
た
「
源
氏
女
」
の
執
筆
に
係
り
、
東
寺
観
智
院
の
呆
宝
（
二
二
〇
六
－
六

（29）

二
）
が
整
理
し
た
も
の
で
あ
る
。
原
本
の
写
真
に
よ
渇
に
、
「
ち
う
き
う
」
は
こ

の
読
み
に
間
違
い
な
い
。
源
氏
女
が
長
久
四
年
の
古
文
書
を
引
用
し
写
す
に
当

り
、
「
や
」
を
誤
脱
し
た
と
も
考
え
ら
れ
そ
う
で
あ
る
が
、
長
久
の
頃
に
は
年
号

を
漢
字
表
記
す
る
の
が
普
通
で
あ
っ
た
か
ら
、
親
文
書
の
「
長
久
」
を
源
氏
女

が
転
写
す
る
に
当
り
、
仮
名
に
変
え
て
「
ち
う
き
う
」
と
書
い
た
可
能
性
が
大

き
い
。
と
す
れ
ば
当
該
事
象
の
例
と
な
る
。
源
氏
女
は
長
田
対
馬
蔵
人
頼
清
の

（
3
0
）

息
女
で
あ
り
、
上
桂
圧
を
嘉
元
三
年
二
三
〇
五
）
に
譲
得
し
て
い
る
か
ら
、
近

（
3
1
）

在
の
者
で
あ
る
。
た
だ
「
長
」
が
開
長
音
で
あ
る
所
に
問
題
が
残
る
。
右
は

鎌
倉
時
代
の
例
で
あ
る
が
、
院
政
時
代
に
滞
る
と
更
に
拾
い
難
く
な
る
l

も
の
の
、

チ
ウ
ヘ
イ

例
が
見
ら
れ
る
。
文
治
二
年
（
ノ
二
八
六
）
書
写
の
和
泉
往
来
に
、
「
身
、
彫
弊

明
」
（
腎
）
と
、
薫
韻
の
「
彫
」
に
「
チ
ウ
」
の
仮
名
を
施
し
た
例
の
あ
る
こ

（
3
2
）

と
に
つ
い
て
は
、
福
島
邦
道
氏
の
指
摘
が
あ
る
。
更
に
泊
っ
て
、
院
政
初
期
書

写
の
楊
守
敬
旧
蔵
本
将
門
記
に
次
の
二
例
が
拾
わ
れ
た
。

タ
ン
ノ
イ
タ
リ
ヘ
．
引

歎
念
之
至
不
レ
可
二
堅
言
一
（
3
8
7
行
。
「
シ
ウ
」
は
第
二
種
仮
名
）

ニ
ス
七
シ
メ
チ
ウ

更
不
レ
令
二
庁
座
一
兵
（
2
5

9
行
二
チ
ウ
」
は
第
三
種
仮
名
。
右
傍
「
坐
」
）

、
仮
名
に
は
第
一
種
か
ら
第
三
種
ま
．
で
が
認
め
ら
れ
る
が
、
同
一
人
の
手
と
見
ら

れ
る
。
．
楊
守
敬
旧
蔵
本
で
は
、
拗
音
を
表
す
に
は
「
男
－
が
」
（
晋
。
第
二
種

ソ
ウ
仮
名
）
、
「
承
－
引
」
（
2
8
8
行
。
第
二
種
仮
名
）
の
よ
う
に
、
直
音
表
記
か
、
類
音
の

・
漢
字
表
記
か
を
原
則
と
す
る
か
ら
、
「
シ
ョ
ウ
」
「
チ
ヤ
ウ
」
の
「
ヨ
」
「
ヤ
」
を

誤
脱
し
た
と
見
る
に
は
、
表
記
の
原
則
に
合
わ
な
い
。
仮
名
通
り
と
す
れ
ば
、

当
該
事
象
の
例
と
な
る
。
「
勝
」
の
よ
う
な
蒸
韻
又
は
讃
韻
字
が
既
に
オ
段
拗
長

音
に
発
音
さ
れ
て
い
た
こ
と
は
、
同
じ
蒸
韻
字
を
、
「
。
愛
（
去
）
。
撃
去
）
」
（
晋
。

「
ケ
ウ
」
は
第
二
種
仮
名
）
、
「
朝
野
（
晋
。
「
キ
イ
レ
ウ
」
は
第
三
種
仮
名
。
「
キ

イ
」
は
本
の
ま
ま
）
の
よ
う
に
「
㊤
ウ
」
で
表
記
さ
れ
て
い
る
こ
と
か
ら
知
ら
れ

（
3
3
）
シ
ウ

る
。
同
韻
の
字
が
「
ソ
ウ
」
又
は
「
㊤
ウ
」
で
表
さ
れ
て
い
る
の
に
、
「
勝
言
」

だ
け
「
⑦
ウ
」
で
表
し
た
の
は
、
こ
の
語
だ
け
が
ウ
段
長
音
で
あ
っ
た
の
か
、

5

1
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性
も
そ
う
で
あ
っ
た
が
表
記
は
こ
の
文
献
の
方
針
（
表
記
規
範
）
　
に
従
っ
た
の

か
、
明
ら
か
に
し
難
い
。
楊
守
敬
旧
蔵
本
が
、
同
じ
将
門
記
の
承
徳
三
年
二
〇

九
九
）
書
写
本
に
比
べ
て
口
頭
語
の
要
素
を
含
み
、
こ
れ
を
露
呈
し
て
い
る
こ
と

（
封
）
　
シ
ウ

は
、
別
に
論
じ
た
所
で
あ
る
。
「
勝
言
」
も
そ
の
現
れ
と
す
れ
ば
、
口
頭
語
と
な

チ
ウ

る
。
「
彫
弊
」
の
現
れ
た
和
泉
往
来
も
、
高
山
寺
本
古
往
来
に
比
べ
て
口
頭
語
の

現
れ
が
見
ら
れ
る
。
山
田
忠
雄
氏
の
「
記
監
和
泉
往
来
」
複
製
本
解
説
に
、

「
本
往
来
の
授
受
が
一
部
口
語
的
場
面
に
於
て
行
は
れ
た
事
は
大
略
動
き
難
き

所
と
思
ふ
」
と
説
か
れ
る
こ
と
も
参
考
と
な
る
。

シ
ウ

楊
守
敬
旧
蔵
本
将
門
記
の
「
勝
言
」
は
、
当
該
事
象
に
つ
い
て
筆
者
の
知
り

得
た
、
文
献
上
の
最
も
古
い
例
で
あ
る
。
こ
れ
を
湖
っ
て
当
該
事
象
の
例
を
得

る
こ
と
は
、
文
献
上
の
制
約
か
ら
も
難
し
い
。
管
見
の
限
り
で
は
、
オ
段
拗
長

音
化
し
た
事
例
そ
の
も
の
が
院
政
初
期
を
最
古
と
す
る
か
ら
で
あ
る
。
楊
守
敬

チ
ウ

旧
蔵
本
将
門
記
の
も
う
一
例
の
「
庁
座
」
も
、
「
チ
」
が
「
テ
」
と
異
な
る
字
体

で
あ
り
、
転
写
の
際
の
誤
写
も
考
え
難
い
こ
と
か
ら
す
れ
ば
、
当
該
事
象
の
例

と
な
る
が
、
こ
の
方
は
、
オ
段
拗
長
音
の
開
音
で
あ
り
、
開
合
の
乱
れ
の
問
題

（35）

が
絡
む
の
で
、
こ
こ
で
は
指
摘
す
る
に
止
め
る
。
こ
れ
ら
の
、
院
政
・
鎌
倉
時

代
の
文
献
の
筆
者
は
、
長
恨
歌
が
尋
親
、
名
語
記
が
稲
荷
法
橋
経
尊
、
自
河
本

東
寺
文
書
が
定
範
、
上
桂
庄
相
伝
文
書
案
が
源
氏
女
と
分
る
も
の
の
、
如
何
な

る
土
地
の
言
葉
を
修
得
し
た
か
は
源
氏
女
以
外
は
定
か
で
な
い
。
院
政
期
の
和

泉
往
来
や
楊
守
敬
旧
蔵
本
将
門
記
の
加
点
者
に
至
っ
て
は
名
前
さ
え
分
ら
な

い
。
た
だ
文
献
の
伝
来
等
か
ら
勘
案
す
る
と
、
京
都
を
中
心
と
す
る
古
代
文
化

圏
に
係
る
も
の
ら
し
く
、
少
な
く
と
も
、
九
州
や
越
後
と
の
直
接
の
関
連
は
考

え
難
い
。

今
、
こ
の
よ
う
な
事
象
例
を
持
つ
文
献
を
、
〝
地
域
的
な
拡
が
り
″
と
い
う
観

点
か
ら
、
そ
れ
ぞ
れ
の
地
域
に
置
い
て
み
て
、
日
本
全
国
の
地
図
に
描
い
て
み

た
の
が
、
附
図
2
「
オ
段
拗
長
音
を
「
⑦
ウ
」
で
表
し
た
用
例
を
持
つ
文
献
の

全
国
所
在
図
」
で
あ
る
。
こ
れ
に
は
北
海
道
と
沖
縄
と
九
州
の
島
の
一
部
と
を

除
い
て
あ
る
。
文
献
は
、
時
代
の
違
い
を
●
▼
▲
■
○
の
符
号
で
区
別
し
、
そ

れ
ぞ
れ
の
文
献
の
頭
に
付
し
た
。
所
在
地
を
特
定
し
得
ぬ
も
の
は
I
l
、
不
確

定
な
も
の
は
…
…
で
示
し
た
。
基
礎
地
図
と
し
て
、
国
立
国
語
研
究
所
編
r
日

本
言
語
地
図
」
の
2
8
0
「
き
ょ
う
（
今
日
〓
O
d
a
y
」
の
分
布
図
を
借
用
し
た
。

こ
の
附
図
2
に
よ
る
と
、
当
該
事
象
が
、
九
州
・
新
潟
以
外
の
地
で
も
、
か

っ
て
口
頭
語
と
し
て
は
行
わ
れ
、
恐
ら
く
全
国
的
に
行
わ
れ
て
い
た
ら
し
い
こ

と
を
考
え
さ
せ
る
。

さ
す
れ
ば
、
現
代
日
本
語
の
方
言
と
の
関
連
が
問
題
と
な
っ
て
来
る
。
「
日
本

言
語
地
図
」
の
「
き
ょ
う
（
今
日
）
」
の
分
布
図
に
よ
る
と
、
「
キ
ュ
ー
」
（
k
y
u
u
）

の
よ
う
に
発
音
す
る
の
は
、
福
岡
県
を
除
く
九
州
全
域
と
、
沖
縄
、
そ
れ
に
新

潟
県
の
一
部
で
あ
る
。
こ
の
現
象
に
つ
い
て
は
、
既
に
諸
氏
に
よ
る
論
考
が
あ

（36）り
、
多
く
の
方
々
の
指
摘
、
考
察
が
あ
る
。
若
し
文
献
の
諸
例
が
か
つ
て
全
国

的
に
口
頭
語
と
し
て
行
わ
れ
て
い
た
こ
と
の
反
映
で
あ
る
と
す
る
な
ら
、
現
代

語
で
は
方
言
と
し
て
こ
れ
ら
の
地
に
残
っ
た
と
い
う
こ
と
に
な
る
。
そ
れ
な
ら
、

何
故
に
大
部
分
の
地
方
で
消
失
し
、
九
州
と
新
潟
県
の
一
部
に
残
っ
た
の
か
、

そ
の
理
由
が
考
え
ら
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

こ
れ
を
解
く
こ
と
は
筆
者
に
は
甚
だ
難
し
い
。
敢
え
て
一
つ
の
解
釈
を
し
て

み
る
こ
と
に
す
る
。
そ
れ
は
「
オ
段
長
音
の
開
合
の
区
別
」
と
の
係
り
か
ら
み

る
こ
と
で
あ
る
。
即
ち
、
第
一
に
、
現
代
語
の
方
言
で
当
該
事
象
の
残
っ
て
い

る
九
州
と
新
潟
県
の
一
部
と
に
は
、
オ
段
長
音
の
開
音
と
合
音
と
の
区
別
が
認

め
ら
れ
る
。
国
語
史
か
ら
見
れ
ば
、
開
合
の
別
が
残
存
し
て
い
る
。
第
二
に
、

文
献
資
料
か
ら
見
る
に
、
オ
段
合
拗
長
音
を
「
⑦
ウ
」
で
表
す
の
に
、
中
央
の

001
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（37）

文
献
で
は
十
七
世
紀
中
葉
（
江
戸
初
期
）
を
境
と
し
て
終
息
に
向
う
と
さ
れ
る
時

期
が
、
オ
段
長
音
が
開
合
の
別
を
失
う
時
期
と
ほ
ぼ
重
な
っ
て
い
る
こ
と
で
あ

る
。一

体
、
オ
段
長
音
の
開
音
と
合
音
と
の
区
別
は
、
説
か
れ
る
よ
う
に
、
ロ
の

開
き
（
百
の
丸
め
の
説
も
あ
る
）
の
中
く
ら
い
の
母
音
の
二
つ
の
差
に
あ
る
。
こ

の
差
は
、
字
音
学
習
の
場
に
お
い
て
知
識
と
し
て
区
別
さ
れ
た
り
、
ポ
ル
ト
ガ

ル
宣
教
師
の
よ
う
な
外
国
語
の
中
で
生
来
区
別
出
来
た
り
、
謡
曲
の
発
音
を
習

得
す
る
場
で
意
図
的
に
区
別
し
た
り
す
る
よ
う
な
、
知
識
音
と
し
て
は
可
能
で

あ
り
、
そ
れ
が
表
記
規
範
と
な
っ
て
い
た
。
し
か
し
、
音
声
上
の
知
識
に
疎
い

者
に
と
っ
て
は
、
二
つ
の
昔
は
混
乱
す
る
危
機
を
持
っ
て
い
た
で
あ
ろ
う
。
日

常
の
口
頭
語
と
し
て
、
こ
の
二
つ
の
音
を
区
別
す
る
為
に
は
、
特
に
拗
長
音
で

は
唇
音
が
加
わ
る
た
め
に
、
開
音
に
対
し
て
合
音
の
方
を
、
〝
唇
を
す
ぼ
め
、
突

き
出
し
の
頸
著
な
発
音
″
と
し
て
、
ウ
段
長
音
に
近
く
実
現
す
る
方
が
、
口
頭

語
の
音
韻
体
系
内
の
昔
の
範
囲
で
処
理
出
来
る
こ
と
に
な
る
。
恐
ら
く
オ
段
長

音
が
生
じ
、
開
合
の
区
別
を
意
識
し
た
時
期
に
は
、
オ
段
合
拗
長
音
を
ウ
段
長

音
に
発
音
す
る
こ
と
が
、
規
範
力
の
弱
い
口
頭
語
の
場
で
は
取
ら
れ
易
く
、
そ

れ
が
か
つ
て
全
国
的
に
行
わ
れ
て
い
た
の
で
は
な
か
ろ
う
か
。

オ
段
長
音
に
お
け
る
開
合
の
区
別
が
無
く
な
れ
ば
、
オ
段
拗
長
音
に
お
い
て

合
音
を
ウ
段
長
音
に
発
音
し
て
開
音
と
区
別
す
る
必
要
も
無
く
な
る
。
中
央
文

献
に
お
い
て
、
オ
段
拗
長
音
を
「
⑦
ウ
」
で
表
す
例
の
無
く
な
る
の
が
、
オ
段

長
音
の
開
合
の
別
の
無
く
な
る
の
と
時
期
の
重
な
る
の
は
当
然
と
い
え
よ
う
。

但
し
、
地
方
に
よ
っ
て
は
、
遅
速
が
あ
り
、
九
州
や
新
潟
県
の
一
部
で
は
現
代

語
に
ま
で
残
っ
た
が
、
そ
の
他
の
地
方
は
次
第
に
消
失
し
て
行
っ
た
。
江
戸
時

代
の
諸
地
方
か
ら
発
掘
し
た
角
筆
文
献
の
事
例
は
、
そ
の
過
渡
的
な
状
況
を
示

す
も
の
で
あ
ろ
う
。

こ
の
解
釈
は
一
つ
の
考
え
方
で
あ
り
、
残
さ
れ
た
問
題
も
あ
る
。
別
の
解
釈

も
成
り
立
つ
で
あ
ろ
う
。
い
ず
れ
に
し
て
も
、
各
地
に
眠
っ
て
い
る
角
筆
文
献

を
更
に
多
く
発
掘
し
て
、
そ
の
事
例
に
基
づ
い
て
考
察
す
る
必
要
が
あ
る
。

四
、
オ
段
合
長
音
の
短
音
化

鳥
取
県
の
金
剛
憧
院
東
光
寺
蔵
穏
記
に
書
入
れ
ら
れ
た
角
筆
仮
名
で
は
、
オ

段
長
音
に
つ
い
て
開
音
が
「
㊦
ウ
」
と
表
記
さ
れ
る
の
に
対
し
て
、
合
音
は
「
㊥
」

と
表
さ
れ
「
ウ
」
を
表
記
し
な
い
、
と
い
う
原
則
が
認
め
ら
れ
た
。
こ
の
オ
段

合
長
音
に
は
「
ウ
」
を
表
記
し
な
い
の
が
、
単
な
る
表
記
の
問
題
に
過
ぎ
ず
発

音
は
長
音
で
あ
っ
た
が
「
ウ
」
を
省
記
し
た
だ
け
の
こ
と
か
、
そ
う
で
は
な
く

発
音
を
反
映
し
て
短
呼
さ
れ
た
の
か
、
当
時
の
発
音
を
実
際
に
耳
で
聞
く
こ
と

が
出
来
な
い
の
で
、
明
ら
か
に
し
難
い
。
た
だ
、
享
保
十
二
年
（
一
七
二
七
）
刊

の
音
曲
玉
渕
集
の
「
引
字
重
な
る
事
」
の
条
に
、
「
ス
ポ
ム
字
を
つ
め
て
、
開
ク

字
を
伸
る
」
　
と
し
て
、

カ
ウ
ロ
ウ

高
楼
　
－
　
上
を
延
て
下
を
短
く

ノ
ウ
コ
ウ
シ
ヤ
ウ

士
農
工
商
　
　
－
　
下
一
つ
延
る

な
ど
を
挙
げ
て
い
る
事
に
よ
る
と
、
開
長
音
を
「
延
る
」
と
し
、
合
長
音
は
「
短

く
」
「
つ
め
る
」
と
し
て
、
発
音
上
区
別
さ
れ
た
こ
と
が
分
る
。
こ
れ
は
「
引
字

重
な
る
」
場
合
の
こ
と
で
あ
り
、
裡
記
の
角
筆
仮
名
は
鳥
取
県
で
地
域
が
異
な

る
上
に
、
拗
長
音
の
開
合
を
区
別
し
な
い
と
い
う
相
違
が
あ
る
の
で
、
一
概
に

同
一
視
す
る
こ
と
は
出
来
な
い
が
、
角
筆
仮
名
が
開
長
音
を
「
㊦
ウ
」
で
表
し
、

合
長
音
を
「
㊥
」
で
表
し
て
区
別
し
て
い
る
の
は
、
発
音
上
、
長
音
を
「
延
る
」

か
　
「
つ
め
て
短
く
」
す
る
か
に
よ
っ
て
差
が
あ
っ
た
こ
と
を
反
映
し
て
い
る
可
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能
性
が
あ
る
。

同
様
の
事
象
が
、
熊
本
市
か
ら
見
出
さ
れ
た
角
筆
文
献
に
も
見
ら
れ
る
。

「
招
書
経
再
刻
後
藤
点
」
天
、
地
（
江
戸
後
期
坂
本
〓
一
冊
［
6
3
4
］
．
で
あ
る
。
こ
の

角
筆
文
献
は
熊
本
県
出
身
の
井
上
博
文
氏
が
熊
本
市
内
の
古
書
店
か
ら
入
手
し

（
？
）

た
も
の
で
あ
る
。
地
冊
の
十
八
丁
表
上
欄
に
、
角
筆
で
「
守
嶋
三
壷
　
」
「
次
弟

（
？
）知

　
衛
」
「
九
月
」
の
書
入
れ
が
あ
n
ソ
、
こ
の
同
筆
で
角
筆
仮
名
を
本
文
の
漢
字

に
施
し
て
い
る
。
「
守
嶋
」
な
る
人
物
が
未
詳
で
あ
る
の
で
、
熊
本
と
の
係
り
は

確
定
し
難
い
が
、
伝
来
か
ら
見
れ
ば
熊
本
に
係
る
も
の
の
可
能
性
が
あ
り
、
角

（38）

筆
仮
名
の
示
す
言
語
事
象
に
も
関
連
が
認
め
ら
れ
る
。
オ
段
長
音
の
例
を
見
る

と
、
先
ず
拗
長
音
は
総
て
「
⑦
ヨ
」
で
表
さ
れ
て
い
て
、
「
ウ
」
を
表
記
し
な
い
。

「
キ
ヨ
」
　
（
角
）

何
震
驚

「
エ
イ
キ
ヨ
」
　
（
角
）

（
天
・
五
オ
3
）
　
影
　
響

「
キ
ヨ
」
（
角
）

（
天
・
五
ウ
6
）
　
彊

02

「
キ
ヨ
」
（
角
）

（
地
・
九
ウ
7
）
　
狂

「
キ
ヨ
」
　
（
角
）

（
地
・
三
十
六
ウ
2
）
　
享

（
地
・
三
十
七

「
キ
ヨ
」
（
角
）

伺
淫
醐

「
ギ
ン
シ
ヨ
」
　
（
角
）

琶
　
訟

「
チ
ヨ
」
　
（
角
）

「
キ
ヨ
イ
ン
」
　
（
角
）

（
地
二
一
オ
8
）
　
恭
　
寅

「
シ
ヨ
コ
」
　
（
角
）

（
天
・
一
ウ
9
）
　
升
　
降

「
チ
ヨ
」
（
角
）

徴
．
　
　
庸
（
天
・
五
オ
6
）
　
庶
微

（
地
二
二
十
オ
5
）

（
地
・
四
十
六
ウ
2
）

（
地
・
八
オ
8
）

ウ
6
）
　
尚
書
（
上
欄
「
シ
ヨ
」
（
角
こ
　
（
天
・
一
オ
1
）

「
コ
ヲ
シ
ヨ
」
　
（
角
）

八
オ
3
、
八
オ
8
）
　
厚
　
賞
　
　
　
（
地
・
三
ウ
5
）

「
シ
ヨ
」
（
角
）

二
十
一
オ
4
）
　
賞
　
　
　
罰
（
地
・
四
十
五
ウ
3
）

「
ナ
チ
ヨ
」
　
（
角
）

十
八
ウ
6
）
　
（
「
ケ
ン
」
は
本
の
ま
ま
）
．
拒
巴

「
キ
ヨ
チ
ヨ
」
（
角
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
「
キ
ユ
リ
ヨ
」
　
（
角
）

拒
「
巴
　
　
　
（
地
・
五
十
三
オ
2
）
　
棋
粒

「
キ
シ
ヨ
」
（
角
）

（
「
ジ
ウ
」
の
音
〕
徴
柔
　
　
　
（
地
・
三
十
ウ
9
）

「
シ
ヨ
」
　
（
角
）

昌
　
　
　
言
（
天
・

「
ト
ク
シ
ヨ
」
　
（
角
）

霞
「
傷
　
　
　
（
地
・

「
ケ
ン
チ
ヨ
」
（
角
）

腎
腸
　
　
　
（
天
・
二

（
地
二
一
十
七
ウ
1
）

（
地
・
五
十
三
ウ
5
）

「
チ
ヨ
」
（
角
）

ヰ
家
　
　
（
天
・
十
四
オ
2
）

㈲
聖
餐
角
）
（
地
，
四
十
九
ウ
1
）
（
「
コ
」
は
本
の
ま
ま
）
　
璧
」
（
角
〉
（
地
，
四

「
シ
ヨ
」
（
角
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
「
チ
ヨ
」
（
角
）

十
三
ウ
4
）
　
壁
　
　
　
和
（
地
・
四
十
四
ウ
8
）
　
離

玉
　
（
地
・
四
十

四
オ
2
）
　
彗
」
（
角
）
臣
（
地
．
二
十
九
オ
l
）
　
聖
＝
角
〉
抄
（
地
．
四
十
四

ウ
9
）

鳥
取
県
の
穏
記
の
角
筆
仮
名
が
、
オ
段
拗
長
音
を
「
◎
ヨ
」
で
表
し
た
の
に
通

ず
る
。
彼
本
に
は
一
例
の
例
外
が
あ
っ
た
が
、
こ
れ
に
は
一
例
の
例
外
も
な
い
。

ジ
ウ

開
合
の
区
別
の
無
い
点
も
同
じ
で
あ
る
。
「
柔
」
の
音
を
「
シ
ヨ
」
と
表
し
た
一

例
の
存
す
る
点
も
通
ず
る
。
但
し
、
そ
の
実
相
昔
（
音
価
）
　
が
、
仮
名
の
示
す

シ
ヨ

通
り
オ
段
音
で
あ
っ
た
か
ど
う
か
は
分
ら
な
い
。
「
柔
」
の
例
か
ら
考
え
ら
れ
る

よ
う
に
、
ウ
段
長
音
の
短
呼
に
近
い
昔
で
あ
っ
た
可
能
性
も
あ
る
。

オ
段
拗
長
音
が
「
ウ
」
を
表
記
し
な
い
の
に
対
し
て
、
オ
段
開
長
音
は
「
オ

段
昔
＋
ヲ
」
（
以
下
「
⑦
ヲ
」
で
示
す
）
で
表
し
て
、
頸
著
な
対
立
を
見
せ
て
い
る
。

「
ン
ノ
ヲ
」
　
（
角
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
「
コ
ヲ
ジ
ツ
」
　
（
角
）

荘
臭
　
　
　
（
天
・
序
一
オ
5
）
　
庚
　
戌

（
地
・
五
オ
4
、
地
二
一
十
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「
コ
ヲ
一
（
句
）

三
オ
1
）
　
庚

「
コ
ヲ
」
（
角
）

王
　
（
地
・
四
十
五
オ
5
）
　
庚
　
　
　
午
（
地
・
四
十

「
コ
ヲ
」
（
均
）

六
オ
5
）
　
司
冠

「
コ
ヲ
」
（
角
）

（
地
・
八
ウ
7
、
地
・
四
十
オ
1
）
　
冠
　
　
　
撰

「
コ
ヲ
ヤ
ク
」
（
句
）

（
増
・
五
十
三
ウ
2
）
　
降
　
格

（
地
・
四
十
九
ウ
6
）

「
コ
ヲ
ノ
・
ン
」
（
句
）

甲
　
寅
　
　
　
（
地
・
二
十
三
ウ
－
ヱ
　
遥
　
暇
　
　
（
地
・
三
十
一
オ
1
）

「
コ
ヲ
カ
」
（
角
）

「
コ
ヲ
タ
ノ
こ
（
角
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
「
コ
ア
」
（
角
）

荒
　
怠
　
　
　
（
地
二
二
オ
6
）
　
閲
　
　
　
天
（
地
・
三
十
三
オ
5
）

「
コ
ヲ
J
（
角
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
「
ゴ
ヲ
」
（
角
）

乗
黄
　
　
　
（
地
・
四
十
五
オ
7
）
　
競

（
地
・
四
十
八
ウ
6
）

「
ゾ
ヲ
J
（
角
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
「
コ
ヲ
ソ
ヲ
」
（
角
）

両
道
　
　
　
（
地
・
五
十
一
オ
2
）
　
葛
　
造

（
地
・
三
十
三
ウ
3
）

「
ト
ヲ
」
（
角
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
「
ト
ヲ
」
（
角
）

陶
　
　
　
丘
（
天
・
十
四
ウ
6
）
　
漣
逃

「
ヲ
こ
八
角
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
「
ヲ
こ
（
角
）

往
　
　
　
来
（
地
二
二
十
三
オ
6
）
　
　
往

（
地
・
五
ウ
4
）

任
（
地
・
三
十
八
オ
9
）

但
し
、
合
長
音
の
語
を
も
「
㊥
ヲ
」
で
表
し
た
例
が
、
開
長
音
を
「
㊥
ヲ
」
と

表
し
た
例
よ
り
数
は
少
な
い
が
、
次
の
よ
う
に
あ
る
。

「
コ
ヲ
ソ
ヲ
」
（
角
）

者
　
造

「
ソ
ヲ
」

「
コ
ヲ
」
（
角
）

（
地
・
三
十
三
ウ
3
）
　
弘
　
　
　
璧
　
（
地
・
四
十
四
オ
4
）

「
ト
ヲ
」
　
（
角
）

渕
薮
　
　
（
地
・
五
ウ
4
）
　
冬

「
ト
ヲ
」
　
（
角
）

（
地
・
四
十
八
オ
2
）

「
ト
ヲ
」
　
（
角
）

形
　
　
　
裳
（
地
・
四
十
四
ウ
5
）
　
形

弓
（
地
・
五
十
三
オ
2
）

「
ト
ヲ
」
（
角
）

大
統

冒「
ホ
ヲ
」
（
角
）

「
ホ
ヲ
二
角
）

（
地
・
五
オ
9
）
　
鋒

亦
　
（
地
・
五
十
三
オ
9
）

「
ポ
ヲ
」
（
角
）

（
地
・
四
十
三
ウ
4
）
　
暴

虐
　
（
地
・
一
オ
7
）

「
ロ
ヲ
」
　
（
角
）

側
晒
　
　
　
（
天
・
二
オ
8
）

こ
れ
に
対
し
て
、
「
㊥
」
だ
け
で
表
し
、
「
ヲ
」
を
付
け
な
い
語
群
が
あ
る
。
そ

れ
が
、
オ
段
合
長
音
に
見
ら
れ
る
。

「
コ
コ
二
角
）

股
肱

「
サ
イ
ホ
」
（
角
）

桑
　
蒙

「
ポ
」
　
（
角
）

同
瑠

「
エ
ン
コ
」
　
（
角
）

垣
　
塘

「
シ
ツ
コ
」
（
角
）

（
天
・
三
十
一
ウ
7
）
　
執
　
拘
　
　
（
地
・
二
十
一
ウ
6
）

「
ポ
」
（
角
）

（
天
・
十
三
オ
9
）
　
尤
矛
　
　
　
（
地
・
五
十
三
オ
9
）

「
ホ
」
（
角
）

（
地
・
四
十
四
ウ
5
）
　
冒
　
　
疾
（
地
・
五
十
四
ウ
3
）

「
ヨ
」
（
角
）

（
地
二
一
十
二
ウ
2
）
　
要
　
　
　
（
地
・
五
十
一
ウ
6
）

「
ヨ
」
（
角
）

卒
　
　
婦
（
地
二
オ
9
）

但
し
、
開
長
音
の
語
を
「
㊥
」
と
表
し
た
例
も
あ
る
。

「
コ
」
　
（
角
）

吉
康

「
シ
ヨ
コ
」
　
（
角
）

升
　
降

「ゴ」　（角）

旅
敷
…

「
シ
ン
ソ
」
　
（
角
）

新
　
造

「
コ
ネ
イ
」
　
（
角
）

（
地
・
十
九
オ
4
）
　
康
寧
　
　
　
（
地
・
二
十
九
オ
3
）

「
コ
」
　
（
角
）

（
地
・
四
十
六
ウ
2
）
　
易
交
　
　
　
（
地
・
五
十
三
ウ
8
）

「
コ
」
　
（
角
）

（
地
・
十
一
オ
8
）
　
宏
　
　
父
（
地
二
一
十
一
ウ
5
）

「
ト
」
　
（
角
）

（
地
・
三
十
三
オ
2
）
　
成
湯
　
　
　
（
地
・
三
十
ウ
6
）
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「
ポ
」
（
角
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
「
ヨ
」
（
角
）

網
　
　
　
（
天
・
二
十
五
ウ
8
）
　
民
養
　
　
　
（
地
・
十
五
ウ
2
）

「
㊥
」
だ
け
で
表
し
た
例
は
、
偶
々
「
－
ヲ
」
の
「
ヲ
」
を
省
い
た
に
過
ぎ
な
い

と
も
考
え
ら
れ
そ
う
で
あ
る
が
、
オ
段
拗
長
音
が
一
例
の
例
外
も
な
く
総
て

「
ヲ
」
を
表
記
し
て
い
な
い
こ
と
か
ら
見
る
と
、
偶
然
と
は
思
わ
れ
な
い
。
鳥
取

県
の
裡
記
の
角
筆
仮
名
が
、
開
合
の
乱
れ
を
反
映
し
て
語
と
し
て
の
例
外
は
有

り
乍
ら
も
、
開
長
音
と
合
長
音
と
を
区
別
す
る
原
則
が
認
め
ら
れ
た
の
に
徴
す

る
と
、
こ
れ
も
、
開
長
音
を
「
㊥
ヲ
」
で
表
し
、
合
長
音
は
「
㊥
」
と
表
す
原

則
が
あ
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。
開
合
の
乱
れ
を
反
映
し
た
例
外
は
あ
っ
て
も
、

同
じ
語
は
い
ず
れ
か
一
方
の
表
記
で
通
し
て
い
る
こ
と
か
ら
も
窺
わ
れ
る
。

開
長
音
と
合
長
音
と
を
区
別
す
る
原
則
が
あ
っ
た
と
す
れ
ば
、
鳥
取
県
の
揺

記
の
角
筆
仮
名
に
通
ず
る
が
、
開
長
音
を
、
裡
記
が
「
㊦
ウ
」
で
表
す
の
に
対

し
て
、
こ
れ
は
「
㊥
ヲ
」
で
表
す
点
は
異
な
っ
て
い
る
。
し
か
し
、
合
長
音
は

共
に
「
㊥
」
で
あ
る
。
開
長
音
が
共
に
長
音
に
「
延
」
べ
て
発
音
し
た
の
に
対

し
て
、
合
長
音
は
共
に
「
つ
め
て
短
く
」
発
音
し
た
こ
と
が
考
え
ら
れ
る
。

オ
段
長
音
を
短
呼
し
た
と
見
ら
れ
る
例
を
他
の
角
筆
文
献
か
ら
挙
げ
る
。
先

ず
、
中
国
地
方
で
は
次
の
例
が
拾
わ
れ
る
。

①
広
島
県
三
原
市
立
図
書
館
蔵
論
語
集
註
（
江
戸
初
期
坂
本
）
四
冊
［
響
楢
崎

正
員
手
沢
本

酎
聖
角
〉
（
「
賢
は
開
音
）
　
分
軍
（
角
）

「
カ
ウ
ヨ
ウ
」
（
角
）
　
　
「
ト
ウ
」
（
角
）

（
開
長
音
は
「
皐
陶
　
　
」
「
盗
　
　
　
」
の
よ
う
に
「
ウ
」
を
表
記

す
る
）

②
山
口
県
萩
市
立
図
書
館
蔵
文
選
刑
註
（
承
応
三
年
（
〓
ハ
五
翌
坂
本
）
十
二
冊

［
響

「
ソ
ロ
」
（
角
）
　
　
　
「
ト
」
（
角
）

葱
寵
　
　
　
塵
拐

〔開〕

「
テ
キ
ト
ウ
」
　
（
角
）

（
開
長
音
は
「
侶
∵
償

」
　
の
よ
う
に
「
ウ
」
を
表
記
す
る
）

③
山
口
大
学
附
属
図
書
館
蔵
古
文
真
宝
後
集
上
、
下
（
江
戸
中
期
坂
本
）
二
冊
［
堅

毛
利
家
伝
来
書
（
徳
山
、
毛
利
家
旧
蔵
書
で
、
「
毛
利
就
挙
寄
贈
」
「
徳
藩
蔵
書
」
印

が
あ
る
）

「
ノ
」
　
（
角
）

醍
　
　
郁
（
巻
上
・
三
十
九
オ
2
）
　
揺
揺
（
上
欄
「
ヨ
」
（
角
こ
　
（
巻
上
・
十

「
タ
」
（
角
）

オ
1
）
　
閻
　
竜
〔
開
〓
巻
上
・
十
二
オ
4
）

「
タ
ウ
」
　
（
角
）

（
開
長
音
は
「
唐
　
　
　
」
　
（
上
欄
、
巻
上
・
七
十
三
ウ
1
）
、

「
聖
．
シ
キ
モ
ノ
」
〈
角
）
」
（
上
輿
巻
上
．
五
十
一
ウ
5
）
、
撃
」
（
角
）

（
上

欄
、
巻
下
・
二
十
七
オ
4
）
　
の
よ
う
に
「
ウ
（
フ
）
」
を
表
記
す
る
）

④
山
口
県
立
山
口
図
書
館
蔵
（
防
陽
多
賀
宮
文
庫
旧
元
本
）
　
孟
子
（
寛
文
十
年
二

六
七
〇
）
坂
本
）
四
冊
［
誓

耕
稼
陶
漁
（
上
欄
「
こ
か
と
」
（
角
こ
　
（
巻
二
・
二
十
三
オ
）

次
に
、
三
重
県
の
角
筆
文
献
と
し
て
、
津
市
立
図
書
館
橋
本
文
庫
石
「
預
畳

聖
人
正
統
伝
〓
懸
（
前
述
）
の
角
筆
仮
名
で
は
、
山
本
真
吾
氏
の
調
査
に
よ
る

と
、
オ
段
拗
長
音
が
前
述
の
よ
う
に
「
⑦
ヨ
」
で
表
さ
れ
て
「
ウ
」
を
表
記
し

な
い
ば
か
り
で
な
く
、
オ
段
長
音
も
開
合
の
区
別
を
総
て
失
っ
た
上
に
、
「
㊥
」

で
表
さ
れ
て
「
ウ
」
を
表
記
し
な
い
。
同
氏
の
教
示
さ
れ
た
例
か
ら
示
す
。
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；
一
．
三
　
石
．
）

壬
子

十
七
才
1
）

酎
璧
竺

十
五
ウ
7
）

（
①
十
二
ウ
7
）

一
ソ
ア
ン
」
　
（
角
）

草
庵

（
①
六
オ
7
）

「
ロ
三
角
）

参
篭

r
コ
イ
ン
」
　
（
句
）

聖
光
院

「
ギ
モ
一
（
角
）

（
②
一
ウ
2
）
　
疑
網
　
　
（
③

（
⑤
一
オ
1
）

r
一
小
ヲ
ン
二
角
）

報
恩

「
ソ
ン
ヨ
」
（
角
）

（
②
二
オ
2
）
　
尊
　
容

（
②
六
ウ
8
）
　
（
左
傍
に
も
「
ロ
」
（
角
）
あ
り
）

東
北
地
方
の
角
筆
文
献
で
は
、

r
ソ
」
　
（
角
）

長
音
に
見
ら
れ
、
他
地
方
で
も
そ
の
事
象
の
窺
わ
れ
る
も
の
が
あ
る
。

毛
筆
文
献
で
も
、
規
範
か
ら
外
れ
口
頭
語
を
反
映
し
て
い
る
文
献
に
は
、
オ

段
長
音
の
合
音
を
「
ウ
」
表
記
し
な
い
例
が
認
め
ら
れ
る
。
院
政
・
鎌
倉
時
代

の
例
を
挙
げ
る
。

（
④
　
○
楊
守
敬
旧
蔵
本
将
門
記
院
政
初
期
写
本

刈
シ英

二
身
ノ
愁
等
ノ
（
晋
。
「
ソ
」
は
第
三
種
仮
名
）

青
森
県
弘
前
市
立
図
書
館
蔵
、
桔
古
館
版
尚

「
ヨ
」
（
角
）

雷
上
、
下
（
寛
政
九
年
坂
本
）
二
冊
［
輿
に
、

三
寒
　
　
（
上
・
十
七
ウ
1
）
　
l
率

「
ト
J
（
角
）

（
下
・
一
ウ
1
）
　
金
膀
　
　
（
下
・

九
ウ
7
）

が
あ
り
、
仙
台
養
賢
堂
版
孟
子
集
註
四
冊
「
害
に
も
、

「
と
」
（
角
）

動
　
　
容
（
上
欄
「
ト
ヨ
」
（
角
〉
〓
巻
十
四
・
十
八
オ
8
）

「
ホ
」
　
（
角
）

十
二
・
二
オ
1
）
　
有
封
　
　
　
（
巻
十
二
・
十
三
ウ
5
）

「
コ
」
　
（
角
）

鈎
　
　
金
（
巻

「
ソ
」
　
（
角
）

羊
稟
　
　
　
（
巻

角
筆
文
献
に
つ
い
て
知
り
得
た
の
は
、
現
段
階
で
は
以
上
の
よ
う
で
あ
る
。

他
地
域
の
角
筆
文
献
の
調
査
が
出
来
て
い
な
い
の
で
、
全
国
の
状
況
は
未
詳
で

あ
る
が
、
江
戸
時
代
に
、
中
国
地
方
の
鳥
取
、
広
島
、
山
口
の
諸
県
、
九
州
の

熊
本
、
近
畿
の
三
重
県
津
、
東
北
地
方
の
弘
前
と
仙
台
に
お
い
て
、
こ
の
事
象

の
存
し
た
こ
と
が
知
ら
れ
る
。
特
に
鳥
取
と
熊
本
で
は
、
開
長
音
に
対
し
て
合

十
四
二
一
十
オ
3
）

な
ど
が
あ
る
。

（
補
注
－
）

ソ

ス

ム

ホ

ン

　

ヲ

　

　

　

ニ

英
二
謀
－
叛
之
由
於
太
政
官
二
2
4
8
行
二
ソ
ス
」
は
第
二
種
仮
名
）

彗
衰
二
㌢
悪
∵
晋
。
「
ホ
」
は
第
三
種
仮
名
）

ハ
リ
可
ノ
（
オ
）
キ
テ
ヲ
（
翠
「
ホ
」
は
第
二
種
仮
名
）

張
＝
暴
悪
之
行
一

ニ
フ
セ
カ
ム
ハ
ン
ト
ヲ

当
禦
二
　
坂
東
一
（
4
0
4
行
。
「
ト
」
は
第
二
種
仮
名
）

（39）

○
醍
醐
寺
蔵
本
朝
文
粋
巻
第
六
延
慶
元
年
二
三
〇
八
）
写
本

リ

ヨ

ノ

カ

ミ

当
寮
頭
（
6
1
行
）

0
警
〈
上
〉
∽
撃
が
）
0
撃
）
吾
平
軽
）
功
0
（
平
軽
）
鞘
（
績
）
（
入
軽
）

〈
5
9
8
行
）

二

　

　

　

　

リ

ヨ

ヲ

為
レ
埜
ム
カ
禦
（
平
軽
）
療
O
l
至
（
冒

此
鞘
。
（
平
｝
之
軋
（
浄
）
7
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聖
二
7
文
章
博
害
削
㌣
－
聖
平
軽
濁
）
（
筈

「
寮
」
「
料
」
「
療
」
は
弄
韻
・
笑
韻
字
で
、
字
音
仮
名
遠
で
は
「
レ
ウ
」
と
表
さ

れ
る
。
こ
れ
が
オ
段
拗
長
音
と
な
っ
て
「
リ
ヨ
ウ
」
と
表
さ
れ
る
が
、
そ
の
「
ウ
」

を
表
記
し
て
い
な
い
。
オ
段
拗
長
音
の
場
合
で
あ
る
が
挙
げ
て
お
く
。

こ
れ
ら
は
、
漢
字
に
施
さ
れ
た
訓
点
の
例
で
あ
る
か
ら
、
加
点
の
際
に
「
ウ
」

を
省
記
し
た
こ
と
も
考
慮
す
る
必
要
が
あ
る
が
、
そ
れ
ぞ
れ
の
文
献
の
加
点
態

シ
ヨ

度
か
ら
見
て
仮
名
通
り
の
読
み
を
示
し
た
と
考
え
ら
れ
る
。
特
に
、
「
前
0
－
樅
0
。

」
に
つ
い
て
は
、
「
名
目
抄
」
に
、

和
昭
正
音
ハ
シ
ョ
ウ
也
然
而
シ
ヨ
ハ
名
目
也
（
陽
明
文
庫
蔵
甲
本
、
十
四
丁
オ
。
乙
本

も
同
じ
、
但
し
乙
本
に
は
声
点
あ
り
）

と
あ
る
の
と
同
義
で
同
事
象
の
語
で
あ
る
。
名
目
抄
に
は
他
に
も
、

彗
彗
輿
シ
ョ
ウ
也
而
名
目
ハ
シ
ヨ
又
（
同
八
丁
オ
。
乙
本
島
じ
）

即
莞
堵
謡
の
也
依
名
目
シ
ヨ
也
又
上
ニ
（
同
十
二
丁
ウ
。
乙
本
も
同
じ
）

と
あ
る
。
洞
院
実
照
著
の
名
目
抄
の
成
立
期
は
、
室
町
時
代
に
降
る
が
、
名
目

読
み
と
し
て
固
定
す
る
前
段
階
に
は
、
こ
の
よ
う
な
発
音
が
行
わ
れ
て
い
た
箸

で
あ
る
。

仮
名
書
の
文
献
に
も
拾
わ
れ
る
。
西
南
院
蔵
仮
名
書
往
生
要
集
の
治
承
五
年

二
一
八
一
）
以
前
写
本
に
次
の
例
が
あ
る
。

田
方
の
せ
む
と
く
仏
大
す
に
つ
け
て
い
わ
く
（
痢
方
善
徳
仏
、
告
二
大
衆
－

言
）

巳
上
大
は
な
四
巻
也
に
み
え
た
り
（
巳
上
、
究
責
不
浄
、
見
二
大
般
若
止
観
等
一
）

こ
の
文
献
は
、
「
治
承
五
年
丑
二
月
廿
二
日
於
＝
嵯
峨
水
本
僧
房
－
書
写
了
／
金

剛
仏
子
静
幸
」
の
奥
書
を
持
つ
三
十
帖
策
子
目
録
の
紙
背
を
利
用
し
て
書
か
れ

た
も
の
で
、
「
或
い
は
聞
き
書
で
は
な
い
か
と
も
想
像
さ
れ
、
ま
た
当
時
の
口
語

（40）

体
も
交
っ
て
い
る
」
と
指
摘
さ
れ
て
お
り
、
諸
種
の
口
頭
語
の
事
象
に
つ
い
て

（41）

は
筆
者
も
取
上
げ
た
も
の
で
あ
る
。

梁
塵
秘
抄
巻
二
の
竹
相
園
文
庫
本
に
も
、

廿
中
ロ
（
劫
〓
4
2
4
番
）

と
あ
り
、
同
口
伝
集
巻
十
の
書
陵
部
蔵
康
暦
元
年
（
一
三
七
九
）
写
本
に
も
、

あ

ま

　

　

ら

う

○
余
り
に
下
京
が
ち
に
て
け
ん
司
（
頭
語
）
　
に
や
（
二
十
九
丁
ウ
6
）

く
び
　
　
（
髪
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
か
ぎ
　
　
　
　
　
く
す
し
　
す
　
　
　
　
も
の

○
頸
に
功
　
（
療
）
出
で
ゝ
、
今
は
限
り
に
て
、
医
師
も
棄
て
た
る
者

ぅ

う

ま

さ

　

こ

も

　

　

　

　

　

　

　

　

　

な

　

う

た

　

　

た

ち

ま

　

　

　

　

　

　

　

つ

ぷ

太
秦
　
に
籠
り
て
今
様
を
他
念
無
く
謡
ひ
て
忽
　
ち
に
功
（
療
）
潰
れ
て

や止
み
　
（
三
十
九
丁
オ
～
ウ
）

（43）

が
あ
る
。
梁
塵
秘
抄
の
歌
謡
に
口
頭
語
の
見
ら
れ
る
こ
と
は
指
摘
し
た
通
り
で

（舶）

あ
り
、
口
伝
集
に
も
現
れ
て
い
る
。

栄
花
物
語
に
も
、
鎌
倉
時
代
書
写
の
梅
沢
本
に
よ
る
と
、

く

ま

つ

　

　

　

　

　

　

　

や

滅
痢
関
に
故
関
白
殿
別
に
た
て
奉
　
ら
せ
給
へ
り
し
御
堂
も
焼
け
に
し

の
ち
つ
′
ヽ

・
を
後
造
ら
せ
給
は
ね
ば
た
ゞ
増
d
d
（
法
典
院
）
に
て
ぞ
せ
さ
せ
結
け
る

（
巻
十
四
、
あ
．
さ
み
ど
り
、
二
十
一
丁
）

と
あ
る
他
、
「
ほ
こ
ゐ
ん
」
（
巻
八
は
つ
は
な
、
二
十
五
丁
）
が
五
例
、
「
ほ
こ
院
」

（
巻
十
二
た
ま
の
む
ら
き
く
、
二
十
二
丁
）
が
五
例
あ
る
。
こ
れ
は
固
有
名
詞
で
あ

る
が
、
短
呼
例
と
す
れ
ば
、
当
時
こ
の
よ
う
な
音
が
、
世
俗
に
は
行
わ
れ
て
い
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た
こ
と
を
窺
わ
し
め
る
。

以
上
掲
げ
た
、
院
政
、
技
倉
時
代
の
文
献
に
現
れ
た
オ
段
長
音
の
「
ウ
」
を

表
記
し
な
い
例
は
、
総
て
合
長
音
の
例
で
あ
る
。
江
戸
時
代
の
角
筆
文
献
と
の

関
連
を
考
え
る
と
、
そ
れ
は
偶
然
で
は
な
く
、
口
頭
語
と
し
て
は
短
呼
し
て
い

た
こ
と
の
反
映
と
考
え
ら
れ
る
。
合
長
音
を
短
呼
し
た
の
は
、
恐
ら
く
口
頭
語

と
し
て
は
短
呼
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
開
長
音
と
の
区
別
を
し
た
の
で
あ
ろ
う
。

オ
段
拗
長
音
に
お
い
て
合
音
が
開
音
と
区
別
す
る
た
め
に
、
口
頭
語
の
場
で
は
、

ウ
段
長
音
に
発
音
さ
れ
た
の
に
応
ず
る
、
も
う
一
つ
の
方
法
で
あ
っ
た
と
思
わ

れ
る
。現

代
語
方
言
に
お
い
て
、
オ
段
長
音
の
、
特
に
漢
語
の
語
末
に
つ
い
て
の
全

国
分
布
の
状
況
に
関
し
て
筆
者
は
不
案
内
で
あ
る
。
こ
の
視
点
か
ら
全
国
調
査

を
す
べ
き
で
あ
る
が
、
こ
の
稿
に
間
に
合
わ
な
い
。
従
っ
て
、
文
献
か
ら
知
ら

（
補
注
5
）

れ
た
所
を
、
直
ち
に
現
代
語
方
言
と
比
較
し
検
討
す
る
こ
と
が
出
来
な
い
。
た

だ
、
和
語
の
「
き
の
う
（
昨
日
）
」
に
つ
い
て
r
日
本
言
語
地
図
」
2
7
8
図
を
見
る

と
、
短
呼
形
の
、
K
－
N
N
Y
O
が
雲
伯
地
方
と
宮
城
県
に
、
K
H
N
O
が
九
州
の
一

部
（
福
岡
県
南
部
・
五
島
列
島
・
鹿
児
島
県
南
部
）
と
愛
媛
県
の
一
部
と
新
潟
県
か

ら
青
森
県
に
か
け
て
、
K
H
N
N
O
が
近
畿
か
ら
北
陸
に
か
け
て
と
中
部
地
方
の

一
部
な
ど
に
見
ら
れ
る
。
文
献
に
見
ら
れ
る
事
象
と
見
比
べ
る
に
、
関
連
し
そ

う
な
地
域
も
あ
る
が
、
考
察
に
は
資
料
不
足
で
あ
る
。
方
言
調
査
と
共
に
、
角

筆
文
献
の
全
国
調
査
が
侯
た
れ
る
所
で
あ
る
。

五
、
終
　
　
り
　
　
に

鳥
取
県
の
金
剛
憧
院
東
光
寺
蔵
裡
記
の
角
筆
仮
名
に
は
、
小
稿
で
取
上
げ
た

「
セ
」
　
（
角
）

事
象
の
他
に
も
、
「
エ
段
音
＋
イ
」
を
エ
段
の
仮
名
だ
け
で
表
し
た
「
笠

（
元
±
ウ
8
＝
斯
聖
角
〉
」
（
元
・
三
十
＝
一
註
）
や
、
「
ヒ
」
を
「
シ
」
と

「
シ
ト
シ
」
（
角
）

表
し
た
「
均
　
　
　
」
（
利
・
五
十
オ
6
）
、
「
革
　
　
門
」
（
貞
・
五
十
八
ウ
4
）

「
シ
ン
」
　
（
角
）

な
ど
、
「
シ
ユ
」
を
「
シ
」
と
表
し
た
「
旬
　
　
　
」
（
元
・
十
一
ウ
3
）
、

「
シ
ツ
」
（
角
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
「
シ
」
　
（
角
）

「
抹
　
　
　
」
（
貞
・
一
オ
2
）
、
「
一
樹
　
　
」
（
利
・
七
十
五
オ
9
）
な
ど
や
、
「
傷

（
上
欄
「
イ
ダ
ハ
シ
」
（
角
こ
」
　
（
元
・
四
十
六
オ
4
）
等
々
の
事
象
が
あ
り
、
現
代
語

方
言
と
係
り
を
持
つ
と
見
ら
れ
る
も
の
が
あ
る
。
そ
れ
ら
に
は
、
他
の
角
筆
文

献
に
も
認
め
ら
れ
て
地
域
的
な
拡
が
り
を
持
っ
た
り
、
院
政
・
鎌
倉
時
代
の
口

頭
語
を
反
映
す
る
毛
筆
文
献
に
も
認
め
ら
れ
て
歴
史
的
な
繁
り
を
持
っ
た
り
す

る
も
の
も
あ
る
が
、
紙
数
を
遥
か
に
超
過
し
た
の
で
割
愛
す
る
。

小
稿
で
取
上
げ
た
の
は
一
事
象
に
過
ぎ
ず
、
角
筆
文
献
も
地
域
的
に
偏
っ
て

い
て
資
料
不
足
で
あ
り
、
解
釈
に
至
っ
て
は
一
私
案
に
過
ぎ
な
い
。
現
段
階
で

は
何
よ
り
も
先
ず
、
全
国
各
地
に
眠
っ
て
い
る
で
あ
ろ
う
角
筆
文
献
を
発
掘
す

る
こ
と
が
必
要
で
あ
る
。
中
国
地
方
の
諸
地
で
角
筆
文
献
の
発
掘
調
査
を
試
行

し
た
限
り
で
は
、
九
十
パ
ー
セ
ン
ト
に
近
い
割
合
で
、
予
想
通
り
に
角
筆
文
献

が
発
見
さ
れ
て
い
る
。
江
戸
時
代
に
絞
っ
て
み
る
と
、
江
戸
の
諸
侯
の
う
ち
、

百
二
十
二
の
藩
が
そ
れ
ぞ
れ
に
藩
校
の
教
料
書
を
出
版
し
て
、
土
地
の
若
者
の

（45）

教
育
に
資
し
て
い
る
。
笠
井
助
治
氏
の
調
査
に
よ
れ
ば
、
江
戸
初
期
の
慶
長
か

ら
幕
末
の
慶
応
に
至
る
間
、
北
海
道
・
東
北
の
弘
前
藩
か
ら
九
州
の
鹿
児
島
ま

で
の
諸
藩
の
教
科
書
七
八
六
部
四
六
八
七
冊
が
知
ら
れ
て
い
る
。
そ
れ
ら
の
藩

校
の
教
科
書
に
は
、
そ
こ
で
学
ん
だ
若
者
等
が
角
筆
で
講
義
内
容
や
所
懐
な
ど

を
備
忘
と
し
て
書
入
れ
た
可
能
性
の
あ
る
も
の
が
少
な
く
は
な
い
と
思
わ
れ

る
。
今
ま
で
、
山
口
の
明
倫
館
版
、
弘
前
の
稽
古
館
版
、
仙
台
養
賢
堂
版
か
ら

角
筆
の
書
入
れ
を
見
出
し
た
の
は
、
そ
の
現
れ
で
あ
る
。
藩
校
の
教
科
書
だ
け

で
な
く
、
私
塾
な
ど
の
教
科
書
に
も
角
筆
の
書
入
れ
は
な
さ
れ
た
に
違
い
な
い
。

現
に
そ
の
種
の
角
筆
文
献
も
多
く
見
出
さ
れ
て
い
る
。
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若
し
そ
れ
ら
が
全
国
規
模
で
組
綴
的
に
発
掘
調
査
さ
れ
る
な
ら
ば
、
そ
こ
に

書
入
れ
ら
れ
た
角
筆
文
字
を
通
し
て
、
そ
れ
ぞ
れ
の
地
域
の
言
語
事
象
が
浮
び

上
る
で
あ
ろ
う
。
そ
れ
は
、
文
人
の
記
録
し
た
方
言
の
一
部
と
か
、
偶
～
地
方

に
残
っ
た
特
定
文
献
に
頼
る
農
業
語
彙
や
、
産
物
語
彙
の
考
察
と
か
の
域
を
越

え
て
、
音
声
事
象
を
始
め
と
し
て
、
文
法
や
語
彙
に
も
亘
っ
て
、
諸
事
象
に
つ

い
て
地
域
的
な
拡
が
り
と
し
て
把
え
ら
れ
る
で
あ
ろ
う
。
し
か
も
藩
校
の
教
科

書
な
ど
の
漢
籍
に
つ
い
て
は
、
各
藩
が
四
書
・
五
経
な
ど
同
種
の
テ
キ
ス
ト
を

使
っ
た
か
ら
、
同
一
箇
所
の
同
じ
事
象
を
全
国
的
に
比
較
検
討
す
る
こ
と
も
期

待
で
き
そ
う
で
あ
る
。
こ
れ
ら
の
点
で
は
、
こ
れ
ま
で
の
文
献
に
よ
る
方
言
研

究
が
文
献
遺
存
の
偶
然
性
に
左
右
さ
れ
て
、
断
片
的
で
体
系
性
を
欠
く
惧
れ
の

あ
っ
た
の
と
は
異
な
っ
た
価
値
を
持
つ
で
あ
ろ
う
。

た
だ
角
筆
文
献
を
国
語
史
料
と
し
て
観
る
場
合
、
問
題
も
あ
る
。
第
一
に
、

角
筆
文
献
は
書
入
れ
の
年
月
日
や
筆
者
に
つ
い
て
、
一
部
に
は
明
示
し
た
も
の

も
あ
る
が
、
多
く
は
記
さ
れ
ず
判
明
し
な
い
。
角
筆
が
私
的
、
備
忘
的
に
使
わ

れ
る
こ
と
か
ら
当
然
と
も
い
え
る
。
し
か
し
、
墨
書
と
の
重
な
り
等
か
ら
墨
書

を
通
し
て
推
定
す
る
こ
と
の
出
来
る
も
の
も
あ
る
。
そ
れ
ら
は
、
方
言
史
を
現

代
語
方
言
に
基
づ
い
て
理
論
的
に
組
立
て
る
よ
り
は
、
文
献
資
料
に
即
し
て
当

時
の
実
情
を
把
え
る
こ
と
に
な
る
。
第
二
に
、
冒
頭
に
も
述
べ
た
よ
う
に
、
角

筆
文
献
の
中
に
は
、
書
入
れ
量
の
少
な
い
も
の
や
、
比
較
的
に
規
範
に
近
い
表

現
に
拠
っ
て
い
る
よ
う
に
見
え
る
も
の
も
あ
る
が
、
口
頭
語
を
多
く
反
映
さ
せ

た
も
の
も
あ
る
。
こ
の
点
に
注
目
す
れ
ば
、
方
言
史
料
と
し
て
使
う
こ
と
が
出

来
る
の
で
あ
る
。
第
三
に
、
角
筆
文
献
は
文
献
と
し
て
文
字
で
書
か
れ
る
以
上
、

そ
の
制
約
が
あ
る
。
仮
名
で
書
か
れ
た
場
合
、
表
音
文
字
で
は
あ
っ
て
も
音
声

そ
の
も
の
を
端
的
に
示
す
と
は
限
ら
ず
、
仮
名
の
表
記
習
慣
の
影
響
を
蒙
る
こ

と
も
あ
る
。
そ
の
上
、
文
献
の
内
容
そ
の
も
の
に
制
約
さ
れ
る
の
で
、
求
め
る

事
が
、
常
に
十
二
分
に
得
ら
れ
る
と
は
限
ら
な
い
。

こ
の
よ
う
な
点
に
配
慮
し
っ
つ
方
言
史
料
と
し
て
角
筆
文
献
を
扱
う
必
要
が

あ
る
。
先
ず
は
全
国
規
模
で
角
筆
文
献
を
発
掘
す
る
こ
と
に
よ
り
、
差
当
り
は

音
声
面
か
ら
近
世
方
言
史
を
描
く
こ
と
が
見
込
ま
れ
る
。

明
治
以
来
の
国
語
学
は
、
文
献
に
よ
る
国
語
史
研
究
と
主
に
現
代
語
音
に
よ

る
方
言
研
究
と
が
二
大
潮
流
と
し
て
行
わ
れ
、
研
究
者
の
多
く
は
、
い
ず
れ
か

に
身
を
置
い
て
来
た
が
、
今
や
両
者
を
併
せ
た
研
究
が
望
ま
れ
る
。
方
言
史
の

叙
述
が
成
っ
て
は
じ
め
て
、
中
央
文
献
に
基
づ
く
国
語
史
で
な
く
、
全
国
に
亘

っ
て
の
日
本
語
の
歴
史
が
描
け
た
こ
と
に
な
る
の
で
あ
る
。

注（
1
）
　
拙
稿
「
御
調
八
幡
宮
蔵
の
角
筆
と
角
筆
文
献
」
　
（
「
内
海
文
化
研
究
紀
要
」
第

十
六
号
、
昭
和
六
十
三
年
十
月
）
。
同
「
角
筆
文
献
の
国
語
学
的
研
究
」
　
（
「
学
術

月
報
」
第
四
十
五
巻
第
三
号
、
平
成
四
年
三
月
）
。

（
2
）
　
拙
著
r
角
筆
文
献
の
国
語
学
的
研
究
し
（
汲
古
書
院
刊
、
昭
和
六
十
二
年
七
月
）

研
究
篇
第
四
章
。

（
2
）
　
注
（
1
）
文
献
の
う
ち
、
「
学
術
月
報
」
所
収
拙
稿
の
「
今
後
の
課
題
」
。
又
、

拙
文
「
山
口
大
学
附
属
図
書
館
蔵
の
角
筆
文
献
」
　
（
山
口
大
学
附
属
図
書
館
報
3
7

号
、
平
成
四
年
二
月
）
参
照
。

（
4
）
　
拙
著
r
角
筆
文
献
目
録
二
九
九
一
年
版
）
」
　
（
平
成
四
年
五
月
、
私
家
版
）
。

（
5
）
　
同
寺
蔵
「
書
象
営
亡
に
も
「
安
政
三
年
辰
ノ
二
月
吉
日
求
之
田
中
議
至
の

墨
書
が
あ
り
、
巻
頭
に
「
因
州
智
頭
郡
社
村
東
光
寺
」
　
の
朱
印
が
あ
る
。
東
光

．
寺
の
過
去
帳
に
よ
る
と
、
安
政
年
中
に
、
同
寺
近
く
の
「
家
奥
」
に
、
田
中
堪

助
と
、
新
家
の
田
中
治
三
郎
が
住
ん
で
い
た
こ
と
が
分
る
。
宥
操
院
家
は
、
文

久
二
年
　
（
一
八
六
二
）
十
月
四
日
に
純
仁
法
親
王
よ
り
金
剛
縫
院
の
宣
を
拝
命

し
、
明
治
十
二
年
三
月
二
十
七
日
に
還
化
し
て
い
る
　
（
花
野
憲
遺
師
教
示
）
。
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献文筆角た観てしと料史言方

（
6
）
　
広
戸
惇
「
中
国
地
方
五
県
言
語
地
図
こ
よ
る
と
、
聖
こ
よ
り
」
（
k
O
j
O
r
i
）

P
毒
e
r
・
S
t
r
i
l
一
g
の
回
で
、
「
カ
ン
ジ
ョ
ー
ヨ
リ
」
（
勘
定
綻
）
系
を
用
い
る
所
で

は
、
「
カ
ン
ジ
ョ
リ
」
の
短
呼
形
が
、
東
伯
地
方
と
岡
山
県
の
一
部
と
に
見
ら
れ

る
。
尚
、
「
定
」
は
オ
段
拗
長
音
の
開
音
で
あ
る
が
、
「
ジ
ャ
ー
」
と
は
な
っ
て

い
な
い
。
又
、
9
1
「
れ
ん
げ
」
（
r
e
n
g
e
）
c
h
i
n
e
s
e
ヨ
i
】
k
く
e
t
C
h
の
図
で
、
「
レ

ン
ギ
ョ
ー
」
　
（
連
屯
）
系
を
用
い
る
所
で
は
、
「
ゴ
ン
ギ
ョ
」
　
の
短
呼
形
が
岡
山

県
北
部
、
「
ゲ
ン
ギ
ョ
」
の
短
呼
形
が
岡
山
県
の
一
箇
所
に
あ
る
。

（
7
）
　
室
山
敏
昭
「
山
陰
方
言
の
音
声
的
研
究
H
」
　
（
鳥
取
大
学
教
育
学
部
研
究
報
告

人
文
・
社
会
、
第
二
十
一
巻
一
号
、
昭
和
四
十
五
年
六
月
）
。

（
8
）
　
広
戸
惇
r
中
国
地
方
五
県
言
語
地
図
」
に
よ
る
と
、
5
「
四
十
雀
」
　
（
冨
E
H

宅
r
a
）
g
r
e
a
t
t
i
t
の
図
で
、
「
シ
d
コ
「
＝
ガ
ラ
」
に
対
し
て
、
「
シ
d
コ
当
日
つ
ガ
ラ
」

と
発
音
す
る
所
が
、
鳥
取
県
東
部
に
二
箇
所
見
ら
れ
る
。

（
9
）
　
小
田
家
蔵
増
註
唐
賢
絶
句
三
豊
詩
法
の
角
筆
書
入
れ
に
は
「
損
　
　
峰
」
、

「
王
」
（
角
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
「
王
」
（
角
）
「
山
」
（
角
〉

「
値
　
　
レ
秋
」
（
「
ア
フ
」
を
「
王
」
で
表
す
）
、
「
庭
鴬
　
　
」
な
ど
類
音
の

漢
字
に
よ
る
注
昔
が
多
い
。
本
の
背
に
墨
書
で
「
享
保
四
亥
年
二
月
廿
日
よ
り
」

「
午
霜
月
日
歳
十
四
よ
り
読
」
と
あ
り
、
巻
一
の
表
表
紙
に
同
筆
で
「
志
路
原
周

見
」
と
あ
る
。
角
筆
は
、
こ
の
人
物
に
よ
り
享
保
四
年
（
一
七
一
九
）
頃
に
書

入
れ
た
と
見
ら
れ
る
。
「
志
路
原
周
見
」
は
、
同
じ
く
小
田
文
庫
の
古
文
真
宝
前

集
［
4
0
0
］
に
「
享
保
五
年
山
県
郡
志
路
原
周
見
本
／
子
ノ
五
月
十
一
日
よ
り
読
之
」

と
あ
る
の
で
、
山
県
郡
の
土
地
の
人
で
あ
っ
た
こ
と
が
分
る
。

（
1
0
）
　
三
倍
詩
に
は
、
「
天
和
三
年
順
教
」
の
墨
書
と
同
筆
の
仮
名
が
書
入
れ
て
あ
り
、

角
筆
仮
名
の
上
か
ら
墨
書
の
仮
名
が
重
ね
書
し
て
い
る
の
で
、
角
筆
は
天
和
三

年
の
墨
書
よ
り
前
、
恐
ら
く
そ
の
同
時
頃
の
書
入
れ
と
見
ら
れ
る
。

（
1
1
）
　
澤
井
常
四
郎
「
楢
崎
正
員
先
生
」
　
（
r
山
崎
闇
斎
と
そ
の
門
流
」
明
治
書
房
刊
、

昭
和
十
三
年
一
月
）
。

（
1
2
）
　
山
本
真
吾
「
三
重
県
津
市
立
図
書
館
橋
本
文
庫
蔵
の
角
筆
文
献
に
つ
い
て
－

－
近
世
伊
勢
方
言
へ
の
接
近
－
」
（
三
重
大
学
人
文
学
部
文
化
学
科
研
究
紀
要
人
文

論
叢
第
九
号
、
平
成
四
年
三
月
）
。

（
1
3
）
　
同
じ
橋
本
文
庫
の
「
親
管
聖
人
正
統
伝
」
で
も
、

「
カ
イ
ヒ
ヨ
」
　
（
角
）

海
　
表
　
　
　
（
別
朱
書
「
ヒ
ヤ
ウ
」
）
　
（
③
4
ウ
6
）

「
チ
ヨ
セ
ン
」
（
角
）

朝
　
鮮
　
　
　
（
別
朱
書
「
チ
ャ
フ
セ
ン
」
）
　
（
③
4
ウ
6
）

の
よ
う
に
、
角
筆
仮
名
が
「
ウ
」
を
表
記
せ
ず
発
音
に
近
い
表
記
で
あ
る
の
に
、

朱
書
で
は
「
ヒ
ヤ
ウ
」
「
チ
ャ
フ
」
と
「
ウ
　
（
フ
）
」
を
表
し
表
記
規
範
に
従
っ

て
書
い
て
い
る
。

（
1
4
）
　
稽
古
館
版
尚
書
に
現
れ
た
東
北
方
言
と
し
て
、

こ
「
チ
」
　
（
角
・
第
二
次
墨
書
）
　
タ
　
　
ッ
ク

上
服
　
　
　
　
　
　
　
（
「
服
」
を
角
筆
仮
名
で
「
チ
」
と
書
き

「
キ
ッ
チ
タ
」
　
（
第
二
次
墨
書
）

傷「
カ
タ
シ
」
（
第
二
次
墨
書
）

難

そ
の
上
か
ら
第
二
次
墨
書
も
「
チ
」
と
な
ぞ
る
）

「
ツ
カ
ツ
ケ
」
（
第
二
次
墨
畜
）

弗
レ
押

「
ホ
ド
ゴ
」
　
（
第
二
次
墨
書
）
　
シ

靂

な
ど
が
あ
る
。

（
1
5
）
　
仙
台
養
賢
堂
版
孟
子
集
証
に
現
れ
た
東
北
方
言
と
し
て
、

「
ツ
ン
ユ
」
　
（
角
）
　
　
　
「
シ
イ
」
　
（
角
）
　
　
　
　
　
　
　
「
タ
ン
ス
」
　
（
角
）

沈
　
猶
　
　
　
垂
　
　
　
棟
之
璧
　
草
食

「
こ
イ
」
　
（
角
）
　
　
「
ハ
ス
」
　
（
角
）

不
レ
瑜
　
　
　
レ
階

な
ど
が
あ
る
。
尚
こ
の
本
に
は
「
星
文
之
郎
」
　
の
墨
書
文
字
が
あ
り
、
角
筆
の

書
入
れ
と
関
係
が
あ
り
そ
う
で
あ
る
が
、
素
姓
は
未
詳
で
あ
る
。

（
1
6
）
　
川
本
栄
一
郎
「
幕
末
の
「
獄
中
記
」
　
に
見
ら
れ
る
ズ
ー
ズ
ー
弁
と
ガ
行
鼻
濁

音
」
　
（
国
語
学
九
十
一
集
、
昭
和
四
十
七
年
十
二
月
）
。

（
1
7
）
　
高
松
政
雄
「
オ
段
拗
長
音
の
一
間
題
」
　
（
国
語
学
八
十
三
集
、
昭
和
四
十
五
年
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十
二
月
）
。

（
1
8
）
　
日
本
思
想
大
系
「
民
衆
運
動
の
思
想
」
所
収
に
よ
る
。
引
用
例
は
、
そ
の
「
獄

中
記
」
の
本
文
に
よ
っ
た
。

（
1
9
）
有
坂
秀
世
「
古
辞
書
「
和
名
集
」
に
つ
い
て
」
（
r
国
語
音
韻
史
の
研
容
碗
b

再
録
）
。

（
2
0
）
　
大
日
本
古
文
書
、
家
わ
け
第
十
三
に
よ
る
。
「
七
二
健
軍
社
文
書
預
ケ
状
」
（
阿

蘇
文
書
之
一
、
一
四
二
貢
）
。
こ
の
文
書
は
、
年
月
未
詳
で
あ
る
が
、
鎌
倉
時
代

の
も
の
と
さ
れ
、
元
徳
二
年
の
文
書
の
後
に
配
さ
れ
て
い
る
。

シ
キ
ヤ
ウ

（
2
1
）
　
久
遠
寺
蔵
本
朝
文
粋
文
永
八
年
写
本
に
「
施
行
　
」
の
例
が
あ
る
（
山
本
秀
人

氏
教
示
）
。

（
2
2
）
　
吉
川
泰
雄
「
近
古
国
語
に
於
け
る
長
拗
音
r
ゆ
う
」
と
r
よ
う
し
と
の
相
関
」

（
r
古
典
の
新
研
究
二
」
昭
和
二
十
九
年
十
月
）
。

（
2
3
）
　
山
田
忠
雄
「
法
明
童
子
」
　
（
r
山
田
孝
雄
追
憶
史
学
語
学
論
集
」
昭
和
三
十
七

年
十
一
月
）
。

（
2
4
）
　
迫
野
虔
徳
「
古
文
書
に
み
た
中
世
末
期
越
後
地
方
の
音
韻
」
　
（
語
文
研
究
二
十

二
、
昭
和
四
十
一
年
十
月
）
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一

（
2
5
）
　
福
島
邦
遺
「
「
み
ゅ
う
」
と
「
み
ょ
う
」
　
の
交
替
」
　
（
昭
和
四
十
四
年
六
月
。

r
キ
リ
．
シ
タ
ン
資
料
と
国
語
研
究
し
再
録
）
。

（
2
6
）
　
注
（
1
7
）
文
献
。

（
2
7
）
京
都
大
学
文
学
部
国
語
学
国
文
学
研
究
室
里
麺
晋
歩
色
葉
集
」
の
解
題

に
お
い
て
、
安
田
章
氏
が
字
毎
に
類
衆
し
て
挙
例
さ
れ
て
い
る
。
但
し
、
こ
の

元
亀
二
年
写
本
が
、
オ
段
合
拗
長
音
を
総
て
「
⑦
ゥ
」
で
表
す
の
で
な
く
、
「
㊤

ウ
」
で
表
し
た
例
も
あ
る
の
は
、
辞
書
と
い
う
性
格
上
、
規
範
性
も
残
り
、
又

転
写
の
問
題
や
表
記
習
慣
の
こ
と
も
関
与
し
て
い
る
と
考
え
ら
れ
る
。

（
2
8
）
　
長
音
化
の
類
例
は
、
同
じ
鎌
倉
時
代
の
本
朝
文
粋
巻
第
六
延
慶
元
年
写
本
に
、

ケ

ウ

タ

ツ

　

ケ

ウ

「
挙
達
」
「
挙
奏
」
な
ど
あ
る
（
拙
稿
「
醍
醐
寺
蔵
本
朝
文
粋
巻
第
六
延
慶
元

年
書
写
本
の
訓
点
に
つ
い
て
」
醍
醐
寺
文
化
財
研
究
所
研
究
紀
要
第
十
二
号
、

平
成
四
年
三
月
）
。
尚
、
梁
塵
秘
抄
巻
二
の
「
ぴ
ん
可
1
引
」
　
（
美
刻
）
　
も
同
じ
例

で
あ
る
。

（
2
9
）
　
橋
本
初
子
氏
の
御
高
配
に
よ
る
。

（
3
0
）
　
「
第
七
回
東
寺
百
合
文
書
展
、
上
桂
庄
－
伝
領
と
相
論
」
に
よ
る
。

（
3
1
）
　
オ
段
長
音
の
開
合
の
乱
れ
は
、
前
掲
の
長
恨
歌
正
安
二
年
写
本
の
角
筆
仮
名

に
も
あ
り
、
又
、
後
述
の
如
く
、
楊
守
敬
旧
蔵
本
将
門
記
院
政
初
期
写
本
や
梁

塵
秘
抄
に
も
検
討
す
べ
き
例
が
あ
る
。

（
3
2
）
　
福
島
邦
遺
「
和
泉
往
来
字
音
十
則
」
　
（
訓
点
語
と
訓
点
資
料
第
二
十
八
韓
、
昭

和
三
十
九
年
四
月
）
。

（
3
3
）
　
拙
稿
「
中
世
片
仮
名
文
の
国
語
史
的
研
究
」
（
広
島
大
学
文
学
部
紀
要
特
集
号
、

昭
和
四
十
六
年
三
月
）
。

（
3
4
）
　
拙
稿
「
和
化
漢
文
に
お
け
る
口
頭
語
資
料
の
認
定
」
　
（
鎌
倉
時
代
語
研
究
第
十

二
韓
、
平
成
元
年
七
月
）
。

（
竺
　
梁
塵
秘
抄
巻
第
二
の
竹
相
園
文
庫
本
の
2
2
7
番
の
歌
謡
に
、
「
中
夜
」
を
「
長
夜
」

の
漢
字
で
表
記
し
た
例
が
あ
る
。
「
夜
ふ
け
て
月
夜
に
い
た
る
ほ
ど
」
と
あ
る
も

の
で
あ
る
。
こ
の
歌
謡
は
、
極
楽
六
時
讃
、
中
夜
語
の
「
ヤ
ウ
ヤ
ク
中
夜
ニ
イ

タ
ル
ホ
ド
」
を
と
っ
た
も
の
で
あ
る
か
ら
「
中
夜
」
と
あ
る
べ
き
所
で
あ
る
。

「
中
夜
」
　
（
亥
刻
か
ら
丑
刻
ま
で
の
間
）
　
を
「
長
夜
の
閻
」
の
「
長
夜
」
と
混
同

し
た
と
も
考
え
ら
れ
る
が
、
意
味
上
、
「
夜
ふ
け
て
長
夜
に
至
る
ほ
ど
」
で
は
通

じ
な
い
。
「
長
夜
」
は
仏
教
語
と
し
て
は
呉
音
で
「
ヂ
ヤ
ウ
ヤ
」
で
あ
っ
た
か
ら

発
音
上
か
ら
も
「
中
夜
」
と
は
紛
れ
難
い
。
「
中
」
と
漢
音
で
清
音
の
「
長
」
と

の
問
に
、
口
頭
語
で
は
発
音
上
通
ず
る
所
が
あ
っ
た
の
に
基
づ
い
て
、
類
音
字

「
長
」
を
宛
て
た
と
す
れ
ば
、
類
例
と
な
る
。
竹
相
国
文
庫
本
は
近
世
の
転
写
本

で
あ
る
が
、
寂
蓮
手
跡
本
を
機
械
的
に
模
写
し
た
性
格
の
本
と
考
え
ら
れ
る
（
新
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献文筆角た観てしと料史言方

日
本
古
典
文
字
大
系
「
梁
塵
秘
抄
」
解
説
）
か
ら
、
転
写
の
際
に
、
親
本
の
「
中
」

を
わ
ざ
〈
画
数
の
多
い
「
長
」
に
私
改
し
た
と
は
考
え
に
く
い
。
尚
、
注
（
3
1
）

参
照
。

（
3
6
）
　
前
田
勇
「
九
州
方
言
に
於
け
る
オ
列
長
音
の
開
合
に
就
て
」
（
国
語
学
第
五
韓
、

昭
和
二
十
六
年
二
月
）
。
加
藤
正
信
・
大
山
貞
子
「
新
潟
県
方
言
に
お
け
る
オ
列

長
音
の
開
合
」
（
文
化
第
二
十
一
巻
四
号
、
昭
和
三
十
二
年
七
月
）
。
柴
田
武
「
言

語
地
理
学
資
料
と
国
語
史
資
料
と
の
接
点
」
（
国
語
学
第
七
十
六
韓
、
昭
和
四
十

四
年
三
月
）
。
大
橋
勝
男
「
国
語
の
生
き
さ
ま
（
そ
の
十
）
　
－
　
オ
列
間
・
合
長
音
に

関
す
る
現
代
越
後
方
言
と
中
世
国
語
I
I
」
　
（
新
大
国
語
十
二
号
、
昭
和
六
十
一
年
三

月
）
。
同
「
オ
列
開
・
合
長
音
に
関
す
る
現
代
越
佐
方
言
と
中
世
国
語
1
佐
渡

か
な
ま
ろ

郡
真
野
町
金
丸
及
び
佐
渡
諸
地
点
方
言
に
即
し
て
－
」
（
「
馴
蠣
甜
増
国

語
学
論
集
」
平
成
四
年
三
月
）
。

（
3
7
）
　
吾
川
泰
雄
氏
注
（
2
2
）
文
献
。

レ

キ

　

　

デ

キ

ス

　

　

ド

　

　

シ

ユ

ロ

（
3
8
）
　
オ
段
長
音
の
短
呼
の
他
に
も
、
「
暦
」
を
「
暦
数
」
、
「
奴
」
を
「
囚
奴
」

と
表
し
て
、
ラ
行
音
と
ダ
行
音
と
の
交
替
例
が
あ
り
、
熊
本
県
の
現
代
語
方
言

に
認
め
ら
れ
る
も
の
に
通
ず
る
。

（
3
9
）
　
注
（
2
8
）
の
拙
稿
。

（
4
0
）
　
財
津
永
次
「
西
南
院
蔵
往
生
要
集
断
簡
」
（
仏
教
芸
術
5
7
、
昭
和
四
十
年
三
月
）
。

（
4
1
）
　
注
（
3
3
）
文
献
。

（
4
2
）
　
現
行
の
諸
注
釈
書
は
「
そ
（
症
）
」
の
誤
写
と
す
る
が
、
底
本
の
字
体
は
「
ろ
」

ろ
う

で
あ
り
、
「
療
」
（
悪
性
の
腫
物
）
も
、

メ
タ
リ
ア
ヒ
ナ
ム
　
（
ト
）
　
　
　
　
コ
ー
ロ
サ
キ
　
（
ニ
）

「
遂
患
レ
感
癖
レ
項
欲
二
中
併
一
　
　
　
　
重
二
胸
前
一
　
　
」

（
石
山
寺
蔵
金
剛
波
若
経
集
験
記
平
安
初
期
写
本
）

の
よ
う
に
用
い
ら
れ
て
い
る
。
又
、
鎌
倉
時
代
の
r
名
語
記
」
に
、
「
ク
ヒ
ノ
メ

ク
リ
ニ
イ
テ
ク
ル
腫
物
ヲ
可
ト
ナ
ッ
ク
如
何
　
ロ
ノ
痩
也
」
（
巷
二
、
五
オ
）
、

「
女
人
ノ
ヤ
マ
ヒ
ノ
チ
可
如
何
　
乳
癌
也
」
（
巻
三
、
三
一
ウ
）
と
あ
る
の
で
、
口

頭
語
と
し
て
短
呼
形
「
ロ
」
の
あ
っ
た
こ
と
が
知
ら
れ
る
。

（
4
3
）
　
拙
稿
「
鎌
倉
時
代
の
口
頭
語
の
研
究
資
料
に
つ
い
て
」
　
（
鎌
倉
時
代
語
研
究
第

十
一
輯
、
昭
和
六
十
三
年
八
月
）
。

（
4
4
）
　
新
日
本
古
典
文
学
大
系
「
梁
塵
秘
抄
」
解
説
（
近
刊
予
定
）
参
照
。

（
4
5
）
　
笠
井
助
治
r
近
世
藩
校
に
於
け
る
出
版
書
の
研
究
し
　
（
昭
和
三
十
七
年
三
月
、

吉
川
弘
文
館
刊
）
。

［
附
記
］
　
こ
の
稿
は
、
平
成
二
年
十
月
二
十
日
に
国
語
学
会
秋
季
大
会
　
（
高
知
）
　
の

公
開
講
演
会
に
お
い
て
、
同
じ
題
に
て
発
表
し
た
内
容
に
基
づ
き
、
そ
の
後
に

見
出
し
た
角
筆
文
献
や
毛
筆
文
献
の
新
し
い
資
料
を
加
え
、
更
に
、
「
オ
段
合
長

音
の
短
音
化
」
の
項
を
加
え
て
成
稿
し
た
も
の
で
あ
る
。
方
言
資
料
に
つ
い
て

は
灰
谷
謙
二
氏
の
教
示
を
得
、
又
、
岩
城
裕
之
氏
の
協
力
を
得
た
。
並
に
御
礼

を
申
上
げ
る
。

［
校
正
時
追
捕
］

（
補
注
1
）
　
平
成
四
年
九
月
に
は
、
金
沢
大
学
附
属
図
書
館
・
金
沢
市
立
図
書
館
・

石
川
県
立
図
書
館
に
お
い
て
、
金
沢
大
学
文
学
部
大
学
院
生
と
共
に
二
十
二
点
、

計
二
八
二
冊
の
角
筆
文
献
を
発
見
し
た
。
十
月
に
は
、
大
分
に
お
け
る
国
語
学

会
研
究
発
表
会
の
後
、
大
分
大
学
附
属
図
書
館
・
大
分
県
立
大
分
図
書
館
・
杵

築
市
立
図
書
館
か
ら
三
十
一
点
計
一
〇
五
冊
の
角
筆
文
献
を
発
見
し
、
そ
の
他

の
発
見
と
併
せ
て
現
在
総
計
八
百
一
点
を
数
え
る
に
至
っ
て
い
る
。
附
図
1
に

は
こ
れ
ら
の
資
料
も
加
え
て
あ
る
。

（
補
注
2
）
　
こ
の
稿
を
作
成
し
た
時
点
で
は
、
北
海
道
と
沖
縄
は
調
査
し
て
い
な
い

の
で
除
い
た
が
、
そ
の
後
、
北
海
道
立
図
書
館
に
も
角
筆
文
献
の
存
す
る
と
い

う
教
示
を
小
野
ツ
ネ
子
氏
か
ら
得
た
。
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（
補
注
3
）
　
送
稿
後
に
、
金
沢
市
か
ら
発
見
さ
れ
た
角
筆
文
献
に
も
、
次
の
諸
例
が

見
出
さ
れ
た
。

○
石
川
県
立
図
書
館
餓
石
文
庫
蔵
孟
子
（
寛
文
二
年
二
六
六
二
）
板
本
）
四
冊
［
響

（
能
登
半
島
の
剣
地
に
伝
来
）

「
シ
ウ
コ
」
　
（
角
）

鐘
鼓
　
　
　
（
巻
之
二
、
二
オ
6
）
・

〇
金
沢
大
学
附
属
図
書
館
暁
烏
文
庫
蔵
唐
詩
三
億
家
法
　
（
元
禄
七
年
二
六
九
四
）

坂
本
二
二
冊
［
懸
（
鈴
木
晴
美
氏
調
査
に
よ
る
）

「
ナ
ウ
」
（
角
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
「
ナ
ウ
」
（
角
）

愁
腸
　
　
（
巻
上
、
三
十
五
ウ
1
0
）
　
道
道
　
（
巻
上
、
五
十
七
ウ
7
）

「
チ
ウ
」
（
角
）

（
墨
書
「
チ
ヨ
フ
」
）
　
腸
　
　
（
巻
中
、
二
十
五
オ
5
（
墨
書
「
チ
ヨ
フ
」
）

「
チ
ウ
」
　
（
角
）

魔
声
　
　
（
巻
下
、
八
オ
4
）
　
（
墨
書
「
チ
ョ
ウ
」
）

右
に
よ
る
と
、
北
陸
で
も
行
わ
れ
て
い
た
こ
と
が
知
ら
れ
る
。

（
補
注
4
）
　
送
稿
後
に
、
金
沢
市
か
ら
発
見
さ
れ
た
角
筆
文
献
に
も
、
次
の
諸
例
が

見
出
さ
れ
た
。

○
金
沢
市
立
図
書
館
蔵
三
悦
詩
（
元
禄
五
年
二
六
九
二
）
坂
本
）
三
冊
［
讐

「
ふ
ヨ
テ
ン
」
（
角
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
「
そ
」
（
角
）

芙
蓉
殿
　
（
巻
一
、
二
十
九
オ
）
　
西
窓
　
（
巻
三
、
七
オ
2
）

「
ロ
」
（
角
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
「
こ
そ
」
（
角
）

籠
　
（
巻
三
、
七
ウ
2
）
　
浩
笑
　
　
（
巻
三
、
七
ウ
2
）

。
金
沢
大
学
附
属
図
書
館
焼
鳥
文
庫
蔵
中
庸
（
江
戸
初
期
板
本
〓
冊
［
懸

「
ト
」
（
角
）
　
　
　
　
　
　
「
ト
イ
」
（
角
）
　
　
　
　
　
　
　
　
「
コ
」

道
統
　
（
三
オ
1
）
　
同
異
　
（
五
ウ
4
）
　
諸
侯
（
十
六
ウ
3
）

（
補
注
5
）
　
平
成
四
年
十
月
二
十
五
日
大
分
大
学
に
お
け
る
国
語
学
会
研
究
発
表
会

（
A
会
場
）
の
大
橋
勝
男
氏
の
発
表
に
対
す
る
質
問
の
中
で
、
加
藤
正
信
氏
は
、

新
潟
県
北
魚
沼
郡
入
広
瀬
村
に
隣
接
す
る
御
郷
里
の
方
言
に
つ
い
て
、
オ
段
長

音
の
開
長
音
と
区
別
す
る
為
に
合
長
音
を
短
呼
す
る
現
象
の
あ
る
こ
と
を
指
摘

さ
れ
た
。

【
再
追
捕
〕

平
成
四
年
十
一
月
に
は
、
徳
島
大
学
附
属
図
書
館
・
徳
島
市
立
図
書
館
・
徳
島

県
立
図
書
館
か
ら
計
四
十
七
点
の
角
筆
文
献
を
発
見
し
、
そ
の
他
も
加
え
て
、

総
計
八
百
五
十
七
点
を
数
え
る
に
至
っ
た
。
そ
れ
ら
の
中
に
は
、
小
稿
を
補
う

例
も
見
出
さ
れ
た
が
、
こ
れ
ら
は
附
図
1
・
附
図
2
に
も
加
え
て
い
な
い
。

－
　
徳
島
文
理
大
学
教
授
　
－

（
平
成
四
年
九
月
四
日
　
受
理
）
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SUMMARY

Using Stylus-impressed Documents as Historical Data
for the Study of Dialect

KOBAYASI Yosinori

Keywords : stylus-impressed documents, historical dialect data,
openness and closedness of long o-vowels,
the pronunciation of long o-vowels as long w-vowels after a
glide,
shortening of long closed o-vowels

Stylus-impressed documents are shown to be effective data for the
investigation of the history of dialects, in particular, the pronunciation of
long closed o-vowels as long w-vowels after a glide (jo:>ju:) and the
shortening of long o-vowels (o: >o). I give an overview of the principles
underlying the notation of long o-vowels in a stylus- impressed Raiki M
IB text owned by Kongo Doin ^Hii^ in Tottori Prefecture that was
carved in woodblock in 1787 and stylus-impressed in 1856. Using evidence
from stylus-impressed documents, I demonstrate that the pronunciation
of long closed o-vowels as long w-vowels formerly occurred in colloquial
Japanese throughout Japan and still exists in Japanese dialects in Kyushu
and a part of Niigata Prefecture, and investigate the relation between
uses in stylus-impressed documents and these modern dialects. I also give
evidence for the shortening of long closed o- vowels in both stylus-im-
pressed documents and modern Japanese dialects.

Use of The Product Registers of Various Prefectures
(Shokoku Sanbutsu-cho) as Dialect Vocabulary Data :
Focusing on Words for "Sweet Potato" and "Pumpkin"
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